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法人運営の総括と 課題等 

１  総括 

 第２ 期中期計画期間は， 市立病院では， 第１ 期中期計画期間中に整備し た組織基盤と 医療機

能を 活用し ， 手術支援ロ ボッ ト を 用いた腹腔鏡下胃切除術の先進医療認定， Ｇ Ｗや年末年始等

の長期休暇期間の一部開院によ る 外来化学療法や放射線治療等の提供， 診療時間の拡大など ，

よ り 多く の患者ニーズに応える 取組を 進めた。  

 ま た， 救急医療の強化や， 高度な手術の推進に向けて体制等の充実を 行う と と も に， 原発不

明がんに対応する 腫瘍内科や，手術前から 手術後ま での周術期の医療の質の向上を 目的に周術

期統括部を 設置する など ，患者の状態に応じ て多職種で連携する 切れ目のない医療に取り 組ん

だ。  

 京北病院では， 在宅療養支援病院の施設認定取得や， 地域包括ケア病床の開設， 市立病院医

師派遣によ る 皮膚科等の専門診療科の開設， 積極的な訪問診療， 訪問看護の提供等， 地域の患

者のニーズに応える 取組を 進めた。  

 こ れら の取組の結果，第１ 期中期計

画期間に引き 続き ， 医業収益を 拡大

（ 約３ ２ 億円） する と と も に，政策医

療分野におけ る 運営費交付金を 縮減

（ 約４ 億円。 いずれも 平成２ ６ 年度

比） する など ， 経営面でも 大き な成果

を 得て，独法の特徴である 迅速性，柔

軟性， 効率性を 十分に活かし た。  

 

 

 

 

２  大項目ご と の取組 

  中期目標に掲げる 大項目ご と の主な取組と 項目別評価は以下のと おり 。  

 

＜第３  市民に対し て提供する サービ ス その他の業務の質の向上に関する 目標を 達成する た

めと る べき 措置＞    

 

 

 

 

 

 

（ 市立病院が提供する サービ ス ）         

○ 感染症医療の分野では， 第二種感染症指定医療機関と し て， 必要な医療体制を 整備し ， 多

職種連携の下， 法に基づいて適切な診療を 行う と と も に， 地域の医療機関と も 連携し ， 院内

外における 感染対策の取組を 進めた。  

 

年度評価 
中期目標 

期間評価 

H 27 H 28 H 29 H 30 
見込 

評価 

実績 

評価 

４  ４  ４  ４  ４  ４  

○ 大規模災害や事故への対策と し ては， 関係機関と の連携の下， 大規模災害を 想定し た訓

練を 実施し たほか， 院外の訓練や研修への参加によ り Ｄ ＭＡ Ｔ 体制の充実を 図る と と も に，

ヘリ ポート 及び救急・ 災害医療支援セン タ ーの活用に向けて取組を 進めた。 ま た， 事業継

続計画（ Ｂ Ｃ Ｐ ） を 策定し た。  

○ 救急医療分野では， 救急患者受入体制や

初期診療プロ ト コ ルの整備を 進め， 年間約

６ 千件の救急搬送に対応し たほか， 京都市

急病診療所の後送病院と し ての受入れも 行

っ た。  

○ 周産期医療の分野では， 医療に係る 人材

育成に努める と と も に， 新生児医療を 推進

し た。  

○ 高度専門医療の分野では， 地域医療支援

病院と し て， 高度な急性期医療の提供や医

療機関訪問， 地域医療フ ォ ーラ ム 開催， 幹

部医師の医師会入会等によ る 病病・ 病診連

携の推進， 逆紹介の推進等によ り ， 地域医

療機関と の適切な役割分担に取り 組んだ。  

○ 地域がん診療連携拠点病院と し て， 健診セン タ ーによ る がんの早期発見及び治療の推進

から ， Ｐ Ｅ Ｔ －Ｃ Ｔ 等の高度医療機器によ る 迅速な診断， 手術・ 化学療法・ 放射線治療や

造血細胞移植等の治療， 緩和ケ ア の提供ま で， 多職種で予防・ 発見から タ ーミ ナル期ま で

の高度な医療提供に取り 組んだ。 ま た， 腫瘍内科や周術期統括部， がんゲノ ム 医療の推進

に向けた遺伝診療部の設置と と も に， 乳がんド ッ ク の新設や長期休暇期間等における 外来

化学療法や放射線治療の実施， 平日夕方の診察等の実施など ， 求めら れる 医療ニーズに応

えてき た。  

 

（ 京北病院が提供する サービ ス ）  

○ 常勤医師の体制を 充実さ せる と と も に， 市立病院から 内科， 外科， 整形外科， 小児科，

眼科， 皮膚科の医師を はじ め， 乳腺外科や内視鏡検査の専門医， 診療放射線技師等の医療

技術職の応援体制を 確立し ， 京北病院で各種専門診療が受けら れる 体制を 整備し た。 ま た，

電子カルテシ ス テム を 含む総合情報シス テム を 導入し ， 市立病院と の間で患者情報の共有

を 行う と と も に， 市立病院と 京北病院を 結ぶ患者送迎便を 実施し ， 化学療法やＭＲ Ｉ 検査

等の京北病院では実施でき ない医療について， 市立病院で提供する 体制を 整える 等， 両病

院一体と なっ て質の高い医療を 提供する 体制と し た。  

○ 在宅療養支援病院の施設認定を 取得し ， ２ ４ 時間往診対応及び急変時の入院受入れを 積

極的に行っ て き た。 ま た， 地域包括ケア病床１ ０ 床を 開設し ， 急性期治療後， 病状が安定

し た患者への治療の継続やリ ハビ リ テーショ ン を 行う など ， 在宅・ 介護施設での療養や復

帰を 支援し てき た。 入院や外来， 訪問診療， 通所リ ハビ リ テーショ ン ， 診療所等を 通じ て，

京北地域における 地域包括ケア の拠点と し て， ま た， 京北地域唯一の救急医療告示病院と

し て， 地域に必要な医療を 提供し てき た。   

 

全体的な状況 

救急搬送受入患者数・ 手術件数 

6,787 
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手術件数市立病院の医業収益と 運営費交付金（ 単位： 百万円）

14,184 14,540 

15,866 
16,659 

17,403 

980 

876 

780 

688 

579 
500

700

900

1,100

1,300

1,500

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H26 H27 H28 H29 H30

医業収益
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＜第４  市民に対する 安心・ 安全で質の高い医療を 提供する ための取組に関する 事項＞ 

年度評価 
中期目標 

期間評価 

H 27 H 28 H 29 H 30 
見込 

評価 

実績 

評価 

４  ４  ４  ４  ４  ４  

（ チーム 医療・ 多職種連携の推進）  

○ 入院支援センタ ーを 設置し ， 入院前から 患者情報の収集を 行い， 多職種で入院時カン フ ァ

レ ン ス を 実施する など ， 早期から 介入する こ と によ り ， 入院早期から 退院を 見据えた効率的

かつ効果的な診療を 実施でき た。 ま た， チーム 医療の推進に当たっ ては， 栄養サポート ， 呼

吸ケア， 褥瘡対策， 感染対策等の多職種カン フ ァ レ ン ス を 組織し ， 患者の状態に合わせたサ

ポート を 提供し た。  

（ 安全で安心でき る 医療の提供に関する こ と ）  

○ 総合情報シス テム 及び医療安全レ ポート シス テムを 活用し ，医療安全レ ポート の提出を 一

層推進し ， イ ンシデント ・ アク シデン ト 事例の分析， 再発防止に努めた。 ま た， 年度ご と に

重点取組項目を 選定し ， 安全対策に関する 活動を 行っ た。  

（ 医療の質及びサービ ス の質の向上に関する 事項）  

○ 市立病院独自の臨床指標の実績を ホーム ページ等で公開する と と も に，指標の中から 年度

ご と に重点取組を 定め， 医療の質推進委員会において， 各重点項目の課題， 計画， 取組状況

の報告を 行う こ と でＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを 促進し ， 医療の質， サービ ス の質の向上に努めた。 

○ ご 意見箱や患者満足度調査， 市民モニタ ー制度等の患者要望等を 基に改善を 進めた。  

○ 連休や年末年始等の長期休暇期間に， 放射線治療や化学療法等が実施でき る よ う 開院し ，

患者及び地域のニーズに応えた。  

（ 適切な患者負担の設定）  

○ 平成２ ８ 年度の診療報酬改定に伴い， 初診時選定療養費を 改定する と と も に， 再診時選定

療養費を 新設し ， 紹介状持参の呼びかけや地域の診療所への訪問活動を 実施する など ， 医療

機能の分化と 連携を 推進し た。  

 

＜第５  業務運営の改善及び効率化に関する 事項＞ 

年度評価 
中期目標 

期間評価 

H 27 H 28 H 29 H 30 
見込 

評価 

実績 

評価 

４  ４  ４  ４  ４  ４  

（ 迅速性・ 柔軟性・ 効率性の高い管理体制の充実）  

○ 全診療科， 病棟等に対し て行う 理事長ヒ アリ ン グや， 実績報告会， 毎週の経営企画会議や

診療管理委員会等において， 理事長自ら が経営状況を 説明し ， 目標を 組織全体に直接指示す

る など ， 理事長のリ ーダーシッ プの下， 組織的な運営を 行っ た。  

 

 

 

（ 優秀な人材の確保・ 育成に関する 事項）  

○ 脳神経外科の体制整備や総合内科医の増員によ る 救急医療の強化， 麻酔科の増員によ る

高度な手術に対応でき る 体制整備など ， 医師の体制強化に取り 組むと と も に， 看護師や医

療技術職等についても 随時採用を 行う こ と で， 体制の強化に努めた。  

 

＜第６  財務内容の改善に関する 事項＞ 

 

 

 

 

 

 

（ 収益的収支の状況）                       

○ 市立病院では， ロ ボッ ト 支援手術を はじ めと する 高度な手術等に取り 組むと と も に， 入

院時から の退院支援やク リ ニカ ルパス の充実等を 行い， 過去最高の医業収益を 毎年度更新

し た。 京北病院では， 地域包括ケ ア病床の開設や， 訪問診療， 訪問看護の強化等に取り 組

み， 営業収益を 毎年度更新し てき た。  

○ 平成２ ７ 年度は， マイ ナス 金利政策の影響によ る 退職給付引当金の増加， 共済年金制度

改正に伴う 給与費の増加等によ り ， 経常収支においては赤字と なっ た。 平成２ ８ 年度， ２

９ 年度は継続し て経常黒字を 確保し たも のの， 平成３ ０ 年度はわずかに赤字と なっ た。  

  

 

＜法人全体＞                                （ 単位： 百万円） 

区分 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

営業収益 17, 148 17, 545 18, 818 19, 699 20, 099 

営業外収益 214 216 219 226 229 

計 17, 362 17, 761 19, 037 19, 925 20, 329 

営業費用 16, 556 17, 732 17, 903 18, 871 19, 506 

営業外費用 694 725 790 812 837 

計 17, 250 18, 457 18, 693 19, 683 20, 343 

経常損益 112 △696 345 242 △14 

臨時損益 △374 △96 △9 28 △5 

純損益 △262 △792 335 271 △20 

 （ 注） 各項目で表示単位未満を 四捨五入し ている ため， 合計と 内訳は必ずし も 一致し ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度評価 
中期目標 

期間評価 

H 27 H 28 H 29 H 30 
見込 

評価 

実績 

評価 

４  ４  ４  ４  ４  ４  



 

 

＜京都市立病院＞                               （ 単位： 百万円） 

区分 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

営業収益 16, 272 16, 651 17, 898 18, 776 19, 173 

営業外収益 201 204 207 216 211 

計 16, 473 16, 855 18, 105 18, 992 19, 384 

営業費用 15, 679 16, 780 16, 998 17, 933 18, 565 

営業外費用 664 694 762 785 811 

計 16, 343 17, 474 17, 760 18, 718 19, 376 

経常損益 130 △619 345 274 8 

臨時損益 △374 △95 △9 27 △5 

純損益 △244 △714 336 301 3 

 

＜京北病院＞                               （ 単位： 百万円）  

区分 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

営業収益 876   896 920 923 926 

営業外収益 13 11 12 10 18 

計 889 907 932 933 944 

営業費用 877 954 905 938 941 

営業外費用 30 30 28 27 26 

計 907 984 933 965 967 

経常損益 △18 △77 △1 △32 △23 

臨時損益 0   0  0 1 0 

純損益 △18 △77 △1 △31 △23 

 

＜第７  その他業務運営に関する 重要事項を 達成する ためと る べき 措置＞ 

 

 

 

 

 

 

（ 京都市立病院整備運営事業）                 

○ Ｐ Ｆ Ｉ 事業の効果を よ り 発揮する ため，提供サービ ス のモニタ リ ングと 業務改善会議を 継

続し ， Ｓ Ｐ Ｃ 京都と のパート ナーシッ プを 深め， 病院基盤の強化や患者サービ ス の向上等に

取り 組んだ。  

 

３  次期中期計画期間の取組 

団塊の世代が７ ５ 歳以上と なる ２ ０ ２ ５ 年に向けて，国や府において医療と 介護の一体改革

が進めら れており ，市立病院においては，迅速性・ 柔軟性・ 効率性を 発揮し た病院運営に努め，

高度な急性期医療を 提供する 自治体病院と し て， 京北病院においては， 京北地域における 地域

包括ケアの拠点と し ての役割を 果たす。  

年度評価 
中期目標 

期間評価 

H 27 H 28 H 29 H 30 
見込 

評価 

実績 

評価 

４  ４  ４  ４  ４  ４  

 

 

 



 

 

項目別の状況 
 

第３  市民に対し て提供する サービス に関する 事項 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑴ 感染症医療 

既存の感染症のみなら ず， 新たな感染症についても ， 感染症指定医療機関と し て先導的かつ中核的な役割を 果たすこ と 。 
 

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

第二種感染症指定医療機関と し て， 感染症患者を 迅速に受け入れる 。 ま た， 新興感染症や新型イ ン フ ルエン ザ等のパンデミ ッ ク に備えた医療体制を 整備する と と も に， 院内外の感染対策

に取り 組むこ と によ り ， 京都市内において先導的かつ中核的な役割を 果たす。  

 

【 実績】  

京都市の第二種感染症指定医療機関と し て，合併症を 有する 結核症例や他院での結核疑い症例を

積極的に受け入れ， M ARS 発症が懸念さ れる 海外渡航者の健康監視にも 対応し た。  

感染症パン デミ ッ ク に備え，必要な防護具や器材を 整備する と と も に，新型イ ン フ ルエン ザ発生

を 想定し た訓練を 実施する など ， 院内体制を 整備し た。  

ま た， 日常的な院内の感染対策と し て， １ ０ 職種（ 医師， 看護師， 薬剤師， 臨床検査技師， 臨床

工学技士， 療法士， 放射線技師， 管理栄養士， 事務職員， Ｓ Ｐ Ｃ 職員） で構成する 感染制御チーム

（ Ｉ Ｃ Ｔ ） を 中心と し て，全職員対象の感染対策研修会の実施によ り 職員の感染に対する 意識向上

や， 定期的に院内ラ ウ ンド を 行い， 環境整備に取り 組んだ。  

さ ら に，感染制御における 中核施設と し て，市民向け公開講座や他施設と 感染対策地域連携カン

フ ァ レ ンス を 実施する と と も に，地域の感染症情報を 京都府内の病院と 共有する など 地域と 共同し

た感染対策に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

二類感染症患者受入数 78 人 62 人 63 人 60 人 70 人 

 

 ※すべて結核患者。  



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑵ 大規模災害・ 事故対策 

地域災害拠点病院と し て， 大規模な災害や事故の発生に備え， 必要な人的・ 物的資源を 整備し ， 役割を 果たすこ と 。  
ま た， 救急・ 災害医療支援セン タ ー（ 仮称） を 整備し ， 消防局等の救急･防災に関する 機関と の連携を 強化する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

災害派遣医療チーム（ Ｄ ＭＡ Ｔ ） の充実や災害備蓄品の整備等， 人的及び物的資源を 確保する 。  

災害発生時においては， 地域災害拠点病院と し て他の災害拠点病院等と 連携する と と も に， 京都市地域防災計画に従い， 的確な対応を 行う 。 ま た， ヘリ ポート や新たに整備する 救急・ 災

害医療支援センタ ーを 活用する こ と で， 必要な医療を 提供する 。  

 

【 実績】  

災害派遣医療チーム （ Ｄ ＭＡ Ｔ ） 隊員の増員や院外訓練への積極的な参加によ り Ｄ ＭＡ

Ｔ の充実を 図る と と も に， 災害備蓄品についても 適宜整備し ， 人的及び物的資源を 確保し

ている 。 平成２ ８ 年４ 月１ ６ 日の熊本地震本震においては， 厚生労働省から の派遣要請を

受け， Ｄ ＭＡ Ｔ １ 隊を 派遣し た。  

災害拠点病院と し て， 入院患者， 外来患者等の安全の確保， 他医療機関と の連携及び重

篤患者等の受入れ等の役割を 果たすため， 大規模災害訓練， ト リ ア ージ訓練， 災害本部立

上げ訓練等の院内訓練を 実施し ， 適宜， 災害対応マニュ アルを 見直すと と も に， 平成３ ０

年４ 月には事業継続計画（ Ｂ Ｃ Ｐ ） を 策定し た。  

さ ら に， 平成３ ０ 年度には， 周辺企業と 災害時の物資協定を 締結し ， Ｂ Ｃ Ｐ の実効性を

高めた。  

ま た， ヘリ ポート について ， 大規模災害時に空路から の応援を 受け入れる ため， 常時使

用可能な体制を 維持する と と も に， 平成２ ７ 年３ 月に敷地内に整備し た救急・ 災害医療支

援セン タ ーにおいては， 被災地での長期支援活動に対応する ため， 隊員用待機場所及びＤ

ＭＡ Ｔ 用備蓄倉庫を 管理し ている 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

ヘリ コ プタ ー搬送患

者受入件数 
24 件 24 件 29 件 33 件 25 件 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑶ 救急医療 
ア 関係医療機関等と の連携及び役割分担を 踏ま え，入院医療を 必要と する 重症患者を 中心によ り 多く の救急搬送を 受け入れ，

質の高い救急医療の提供を 行う こ と 。  

イ  施設面及び医師等の人的資源を 確保し ， 三次救急医療を 担う 救命救急セン タ ーの役割を 果たすべく 体制を 整備する こ と 。  

ウ  小児救急医療については， 初期救急医療を 担う 急病診療所や二次救急医療を 担う 他の病院群輪番制病院と の適切な役割分

担の下， 入院を 必要と する 小児を 積極的に受け入れる こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

ア 病病・ 病診連携を 進める 中で， ヘリ ポート の２ ４ 時間運用や， 院内体制の強化によ り ， 重症患者を 中心によ り 多く の救急患者を 迅速に受け入れ， 断ら ない救急を 推進する 。  

 【 関連する 数値目標】  

  事  項 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

救急車搬送受入患者数 ５ ， ９ ４ ９ 人 ４ ， ０ ０ ０ 人 ７ ， ０ ０ ０ 人 

イ  救急専門医等の高度な救急医療を 実践でき る 人材を 育成する と と も に， 重症患者に対する 手術・ 集中治療・ 集中管理等の必要な体制を 確保する こ と によ り ， 三次救急医療を 担う 施設と

し て必要な診療機能を 整える 。  

ウ  京都市急病診療所や二次救急医療を 担う 他の病院群輪番制病院と の役割分担を 的確に果たすこ と によ り ， 入院を 必要と する 小児を 積極的に受け入れる 。  

【 実績】  

ア 救急告示病院（ 第２ 次救急医療機関） と し て， ヘリ ポート を ２ ４ 時間運用し ， 救急部

門と 手術室及び各病棟の連携によ る 柔軟なベッ ド コ ン ト ロ ール， 当直体制や全診療科の

オン コ ール体制， 休日救急管理日直の配置， 初期診療プロ ト コ ルな ど 院内の受入体制を

強化し ， 可能な限り 救急搬送患者を 受け入れた。  

   し かし ながら ， 救急科及び脳神経外科医師の体制不足， 処置後の入院調整に時間を 要

し ， 新たな患者を 受け入れでき なかっ たこ と 等の理由によ り ， 受入患者数は６ ， ０ ０ ０

人前後にと ど ま っ た。  

 

イ  院内外でのＥ Ｒ 勉強会やカンフ ァ レ ン ス を 開催し ， 当直医の初期診療能力向上に努め，

看護師においても ， 新たな 教育プロ グ ラ ム と し て救急看護コ ース を 開始し ， 看護師の救

急対応能力の向上を 図る な ど ， 高度な救急医療を 実践でき る 人材を 育成する と と も に，

救急部門と 集中治療室（ Ｉ Ｃ Ｕ ） において， 多職種によ る 定期カンフ ァ レ ンス を 実施し ，

救急診療体制を 強化し た。  

 

ウ  小児救急医療については， 京都市急病診療所の第２ 次後送病院と し て， 小児科病床を

確保し ， 小児科医師を 常時配置し ， 小児科患者の受入れを 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 実績】  

＜数値目標実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

救 急車搬 送受 入患者

数 

6, 787 人 

( 6, 400 人)  

5, 968 人 

（ 6, 850 人） 

6, 178 人 

（ 6, 850 人） 

5, 824 人 

（ 6, 860 人） 

5, 784 人 

（ 7, 000 人） 

※（ ） 内は年度目標 
 

＜参考実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

小 児救急 車搬 送受入

患者数 
813 人 792 人 860 人 753 人 844 人 

 う ち入院患者数 246 人 171 人 186 人 173 人 178 人 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑷ 周産期医療 

周産期医療２ 次病院と し て， ハイ リ ス ク 分娩， 母体搬送及び新生児搬送の受入れに対応する ため， Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ （ 新生児集中

治療室） 等の適切な運用を 図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

新生児専門ケアに必要な人員を 確保・ 育成し ， Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ （ 新生児集中治療室） 等を 適切に運用する こ と によ り ， 周産期医療２ 次病院と し て， ハイ リ ス ク 分娩， 母体搬送及び新生児搬送の

受入れを 積極的に行う 。  

 

【 実績】  

新生児集中ケア認定看護師によ る 研修を 計画的に実施し たほか， 療法士の小児及びＮ Ｉ Ｃ

Ｕ のリ ハビ リ テーショ ンに関する 専門知識と 技術の習得に努める など 新生児専門ケアに必要

な人材を 確保・ 育成する と と も に， 京都府内の周産期医療シス テム における 地域周産期母子

医療セン タ ー（ 周産期医療２ 次病院） と し て， ハイ リ ス ク 分娩に対応し ， 総合周産期母子医

療セン タ ー等と の連携の下， 母体搬送及び新生児搬送を 受け入れた。  

 ハイ リ ス ク 分娩については， 外来通院時から 多職種カンフ ァ レ ン ス を 行う こ と で入院前か

ら 継続し たケ アを 実施し ， 産後においても う つの症状がみら れる 褥婦について， 地域の関係

機関と 連携し 育児を サポート し た。  

 さ ら に， 災害時の妊産婦及び新生児受入れのための必要物品を 整え， 手順を 作成し ， Ｎ Ｉ

Ｃ Ｕ と 産婦人科病棟において災害対応訓練を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 受入れ実

患者数 
123 人 110 人 113 人 114 人 96 人 

母体搬入 46 件 39 件 38 件 31 件 21 件 

帝王切開率 39. 1％ 39. 2% 36. 3% 33. 2% 32. 3% 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑸ 高度専門医療 
ア  地域医療支援病院 

地域のかかり つけ医等と の適切な役割分担の下， 高度な急性期医療を 担う こ と 。  

ま た， 地域の医療機関を 積極的に支援する こ と によ り ， 地域医療支援病院と し て地域の医療水準の向上に寄与する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

先進的な医療機能を 存分に活用し て， 高度な急性期医療を 提供する と と も に， 合同カン フ ァ レ ンス ， 地域医療フ ォ ーラ ム の開催等を 通じ て， 地域の医療水準の向上に貢献する 。  

 【 関連する 数値目標】  

事 項 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

手術件数 ５ ， ０ １ ７ 件 ４ ， ８ ０ ０ 件 ６ ， ０ ０ ０ 件 

紹介率 ５ ２ ． ９ ％ ６ ０ ． ０ ％ ８ ０ ． ０ ％ 

逆紹介率 ８ ８ ． ３ ％ ８ ０ ． ０ ％ ６ ０ ． ０ ％ 

（ 注） 紹介率， 逆紹介率については， 算定基準の改正に伴い， 平成２ ５ 年度実績及び第１ 期計画目標は旧算定式によ り ， 第２ 期計画目標は新算定式によ り 算出し ている 。  

【 実績】  

高度な急性期医療を 提供する 病院と し ての役割を 一層果たし ていく ため， 紹介

元の医療機関への返書の徹底， 紹介患者事前予約セン タ ーの運用によ る 紹介患者

の外来診察待ち時間の解消， 地域の診療所への訪問活動等に加え， 紹介状の持参

を 推進する ため， 予約が可能である こ と や必要な検査や治療がス ム ーズに受けら

れる など のメ リ ッ ト について， ポス タ ーや院内放送等でＰ Ｒ を 行う と と も に， 需

要に応じ て紹介患者受入枠を 調整する など 紹介患者を 増やす取組を 進めた。  

地域医療従事者向けの研修と し て， 地域医療フ ォ ーラ ム や地域医療連携カン フ

ァ レ ン ス を 積極的に開催し ， 地域の医療機関と 「 顔の見える 関係」 の構築と 地域

医療支援病院と し て地域の医療水準の向上に寄与し た。  

 

 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

手術件数 
5, 074 件 

（ 5, 250 件）  

5, 426 件 

（ 5, 250 件）  

5, 331 件 

（ 5, 500 件）  

5, 720 件 

（ 5, 700 件）  

5, 880 件 

（ 6, 000 件）  

紹介率 
53. 3％ 

( 55. 0％)  
56. 4% 

（ 61. 0%）  

70. 9% 

（ 66. 0%）  

71. 5% 

（ 75. 0%）  

70. 0％ 
（ 80. 0％）  

逆紹介率 
108. 2％ 

( 105. 0%)  
109. 7% 

（ 95. 0%）  

140. 7% 

（ 95. 0%）  

105. 8% 

（ 84. 0%）  

99. 0％ 
（ 60. 0％）  

※（ ） 内は年度目標 

＜参考実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

地域医療フ ォ ーラ ム  

（ 毎年２ 回開催）  
306 人参加 295 人参加 291 人参加 369 人参加 254 人参加 

地域医療連携カンフ ァ

レ ン ス  

12 回開催 

188 人参加 

12 回開催 

164 人参加 

12 回開催 

153 人参加 

11 回開催 

225 人参加 

12 回開催 

218 人参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑸ 高度専門医療 
イ  地域がん診療連携拠点病院 

がん診療連携拠点病院等と の連携を 基に， 外科的手術， 放射線治療， 化学療法など の集学的治療， 成人・ 小児血液がんに対する 造血幹細胞移植， 緩和ケアの充実等幅広いがん治療の提

供体制を 確保する こ と 。  

ま た， 乳がん検診等， 京都市のがん予防の取組に必要な協力を 行う こ と 。  

中 

期 

計 

画 

がんについては， 予防・ 診断・ 治療・ 緩和から タ ーミ ナル期ま での各領域において， 多職種の職員が積極的に介入し 連携・ 協力を 行う 。  

手術支援ロ ボッ ト （ ダヴィ ン チ）， 放射線治療装置（ リ ニアッ ク ） 等の活用や， 化学療法セン タ ーにおける 外来治療， 成人・ 小児血液がんに対する 造血幹細胞移植， 緩和ケアの充実等によ

り ， がん診療全体の質の向上を 図る 。  

関係機関と の連携については， 他のがん診療連携拠点病院や地域の医療機関等と の連携を 進める 。  

ま た， 乳がん検診など 京都市が実施する がん予防の取組に対し て必要な協力を 行う 。  

 【 関連する 数値目標】  

  事  項 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

新規がん患者数 １ ， ３ ０ ８ 人 １ ， ２ ０ ０ 人 ２ ， ０ ０ ０ 人 

がんに係る 化学療法件数 ２ ， ６ ４ ７ 件 － ３ ， ９ ０ ０ 件 

がん治療延べ件数 １ ０ ， ４ ８ ８ 件 － １ ６ ， ０ ０ ０ 件 
  

【 実績】  

がんの早期発見のため， 健診セン タ ーにおいて半日ド ッ ク や脳ド ッ ク に加え， 平成２ ８

年度に肺がんド ッ ク ， 平成２ ９ 年度に乳がんド ッ ク を 立ち上げ， ド ッ ク メ ニュ ーの充実を

図り ， 要精密検査の場合は， 受診当日に専門診療科への予約を 推進し ， 未受診者には積極

的に受診勧奨を 行っ た。  

手術支援ロ ボッ ト において は， 保険収載さ れている 前立腺がんを 中心に着実に実績を 積

み上げただけでなく ， 平成２ ７ 年度には全国で４ 番目に「 内視鏡下手術用ロ ボッ ト を 用い

た腹腔鏡下胃切除術」 が先進医療と し て認めら れた。 ま た， 平成３ ０ 年度から は保険適用

範囲が拡大さ れたこ と を 受け， 施設要件を 満たし ， 肺がんにも 対応し た。  

放射線治療や化学療法については， 長期休暇期間中の治療や平日治療時間の拡大など ，

治療の継続性を 確保する 取組を 進め， 患者ニーズに沿っ た治療を 行っ た。  

 血液がんに対し ては， 平成３ ０ 年度に新たに輸血・ 造血幹細胞移植科を 設け， 造血幹細

胞移植を 行う 体制を 強化する など ， 全年齢層の血液疾患に対応でき ， あ ら ゆる 造血細胞移

植も 施行可能な診療体制を 確保し ， 移植に取り 組んだ。  

 緩和ケア については， 多職種で緩和ケア のカン フ ァ レ ン ス 及びチーム ラ ウ ン ド の実施や

緩和ケア研修会を 開催し ， 院内外の医療職の育成にも 取り 組んだ。  

 こ れら の取組に加え， 平成２ ８ 年度には腫瘍内科を 新設し ， 原発不明がんや希少がん，

臓器横断的ながん治療にも 対応でき る 体制を 整え， がん診療全体の質の向上を 図っ た。  

ま た， がんゲノ ム 医療の実施に向けて， 院内体制の整備を 進め， 遺伝診療部を 立ち上げ，

平成３ ０ 年１ ０ 月に， がんゲノ ム医療連携病院と し て承認さ れた。  

地域の医療機関と の連携と し ては， ５ 大がん（ 肺がん， 胃がん， 肝がん， 大腸がん， 乳

がん） 及び前立腺がんの地域連携ク リ ニカ ルパス の適用を 拡大に向け， 地域連携ク リ ニカ

ルパス への登録依頼を 積極的に行っ た。  

 乳がんの検診等， 京都市が実施する がん予防の取組にも 引き 続き 積極的に協力し てき た。 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

新規がん患者数 
1, 473 人 

（ 1, 300 人）  

1, 560 人 

（ 1, 500 人）  

1, 700 人 

（ 1, 620 人）  

1, 683 人 

（ 1, 850 人）  

1, 743 人 

（ 2, 000 人）  

がんに係る 化学療

法件数 

2, 490 件 

（ -）  

2, 791 件 

（ 2, 950 件）  

3, 774 件 

（ 3, 200 件）  

4, 193 件 

（ 3, 900 件）  

4, 438 件 

（ 3, 900 件）  

がん治療延べ件数 
10, 542 件 

（ -）  

11, 019 件 

（ 12, 100 件）

12, 216 件 

（ 13, 100 件） 

13, 133 件 

（ 14, 000 件）  

12, 586 件 

（ 16, 000 件）

※（ ） 内は年度目標 

 

＜参考実績＞ 

○がん関連実績 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

がん地域連携パス 適

用件数 
63 件 81 件 95 件 90 件 71 件 

ダヴィ ンチ手術件数 95 件 86 件 76 件 123 件 135 件 

Ｐ Ｅ Ｔ －Ｃ Ｔ 実績  1, 410 人 1, 640 件 1, 822 件 1, 995 件 2, 181 件 

リ 二アッ ク 稼働件数 9, 811 件 10, 493 件 10, 654 件 10, 496 件 10, 309 件 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑸ 高度専門医療 
ウ  生活習慣病への対応 

(ｱ) 心臓・ 血管病センタ ー及び脳卒中セン タ ーの機能発揮 

心疾患や脳血管疾患に関連する 既存の診療科が有機的に連携し て， 迅速かつ高度なチーム 医療を 提供する こ と 。  

(ｲ) 糖尿病治療 

食事・ 運動療法， 薬物療法によ り ， 網膜， 腎臓等の合併症を 予防し ， 生活の質を 低下さ せないための糖尿病治療に取り 組むこ と 。  

中 

期 

計 

画 

(ｱ) 心臓・ 血管病センタ ー及び脳卒中セン タ ーの機能発揮 

心血管疾患に対し ては， 心臓・ 血管病セン タ ーを 中心に， 関係部署が連携を 図る こ と で， 迅速で最適な治療を 行い， 心臓血管外科手術等の外科的治療を 要する 場合は他施設と 適切に

連携する 。  

脳卒中を はじ めと し た脳血管疾患に対し ては， 脳卒中セン タ ーを 中心に， 関係部署が連携を 図り ， 総合的な診療を 行う 。  

(ｲ) 糖尿病治療 

関連診療科と の連携によ り ， 合併症予防を 含む総合的な生活習慣病予防や治療を 行う 。 重篤な腎合併症に対し ては， 血液浄化センタ ーの機能を 発揮し ， 腎不全患者の治療に当たる 。  

 ま た， 糖尿病教室や腎臓病教室の開催等によ り ， 地域に対する 生活習慣病予防に係る 啓発活動を 積極的に行う 。  

  

【 実績】  

(ｱ) 血管等の循環器系疾患への対応については， 心臓・ 血管病セン タ ーにおいて， 循環器内科，

放射線診断科を 中心に， 血管病変への治療を 行っ ている 。 心臓外科については， 京都府立医大

から 医師の応援を 受け， 手術が必要な患者については， 同医大と 連携し て対処し た。  

脳神経外科と 神経内科合同カンフ ァ レ ン ス には， 多職種が参加し ， 情報の共有と 治療の方向

性を 統一する と と も に，ク リ ニカルパス を 活用し 急性期治療から 早期リ ハビ リ テーショ ンや日

常生活動作再獲得への援助等の慢性期ま で総合的な診療を 行っ た。  

 

(ｲ) 糖尿病対策チーム を 中心に， 糖尿病透析予防指導（ 腎症外来） の充実や， 患者会の運営に取

り 組むと と も に， 糖尿病看護認定看護師によ る フ ッ ト ケア外来， 病棟担当制の下での管理栄養

士によ る 積極的なベッ ド サイ ド での栄養食事指導等， 総合的な糖尿病療養支援に取り 組んだ。   

血液浄化セン タ ーにおいては， 午前・ 午後の２ ク ール稼働や毎週土曜日の稼働によ り ， 働く

患者等の多様な透析ニーズに対応し ている 。平成２ ８ 年度にはよ り 多く の老廃物を 取り 除く こ

と が可能なオン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ （ 血液ろ 過透析） を 導入し ， よ り 質の高い透析が可能と なっ た。 

糖尿病教室や腎臓病教室においては多職種が連携し ， 継続し て開催する こ と で， 地域に対す

る 生活習慣病予防に係る 啓発活動を 積極的に行っ た。  

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○血管病変関連の治療実績 

○糖尿病関連の個別指導等実績 

○血液浄化の実施件数 

 

 

 

 

 

 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

冠動脈カテーテ

ル治療 
187 件 196 件 328 件 351 件 480 件 

下肢動脈カテー

テル治療 
65 件 85 件 94 件 101 件 117 件 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

腎症外来 19 件 20 件 29 件 297 件  302 件 

フ ッ ト ケア外来 128 件 155 件 603 件 858 件  820 件 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

透析件数 6, 758 件 7, 102 件 7, 486 件 7, 876 件 7, 957 件 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑸ 高度専門医療 
エ  適切なリ ハビ リ テーショ ン の実施 

適切な急性期リ ハビ リ テーショ ンを 行う と と も に， 転院後の効果的な回復期リ ハビ リ テーショ ン への引継ぎや早期の社会復帰につなげる よ う に努める こ と 。  

中 

期 

計 

画 

急性期リ ハビ リ テーショ ン を 集中的に実施する と と も に， 回復期リ ハビ リ テーショ ン 提供施設と の連携を 推進し ， 患者の各治療過程における 最適なリ ハビ リ テーショ ン を 提供する 。  

【 実績】  

 早期から のリ ハビ リ テーショ ン 開始に向けて， 合併症予防や日常生活リ ズム の獲得に向け

たケアを 実施する と と も に， リ ハビ リ テーショ ン 専門医の週１ 回配置， 療法士の積極的な病

棟カン フ ァ レ ン ス の参加や入院時から の介入など によ り ， 脳血管・ 運動器・ がん・ 心臓・ 呼

吸器に係る 適応患者への迅速かつ集中的な急性期リ ハビ リ テーショ ンを 行っ た。  

 ま た， Ｉ Ｃ Ｕ でも リ ハビ リ テーショ ン ができ る プロ ト コ ルの策定や， 新生児へのリ ハビ リ

テーショ ン を Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ で実施する など ， よ り 早期から のリ ハビ リ テーショ ン に取り 組んだ。  

 回復期リ ハビ リ テーショ ン 提供病院と の連携については， 合同カン フ ァ レ ン ス や勉強会へ

の参加によ り ， 連携を 強化し ， ス ム ーズかつ効果的な転院に努めた。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

○主なリ ハビ リ テーショ ン 件数 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

初期加算件数 29, 569 件 30, 865 件 39, 756 件 45, 518 件 41, 838 件 

早期加算件数 16, 130 件 17, 944 件 23, 495 件 27, 524 件 25, 452 件 

脳血管Ⅰリ ハビ

リ テーショ ン  
10, 097 件 18, 816 件 26, 722 件 30, 652 件 29, 339 件 

運動器Ⅰリ ハビ

リ テーショ ン  
11, 729 件 12, 302 件 13, 647 件 15, 595 件 17, 426 件 

がんリ ハビ リ テ

ーショ ン  
5, 716 件 5, 853 件 5, 970 件 7, 143 件 8, 036 件 

心大血管リ ハビ

リ テーショ ン  
3, 175 件 3, 118 件 3, 092 件 4, 412 件 6, 359 件 

呼吸器リ ハビ リ

テーショ ン 
2, 927 件 3, 793 件 7, 375 件 7, 122 件 7, 155 件 

 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑹ 多様なニーズへの対応 

ア  専門外来 

医療の進歩や市民ニーズの変化に応じ た専門外来を 開設する など 的確な対応を 図る こ と 。  

 イ  認知症対応力の向上 

大き な社会問題になっ ている 認知症について， その対応力を 向上さ せる こ と で， 社会的要請に応えていく こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

超高齢化社会における 医療環境や社会情勢の変化に伴う 多様な市民のニーズに対し ， 迅速・ 的確に対応する 。  

ア 専門外来 

医療需要， 社会的背景を 踏ま えた専門外来（ 女性総合外来， 男性専門外来， 緩和ケア外来， セカンド オピ ニオン 外来， 看護専門外来， 薬剤師外来， メ ディ カルス タ ッ フ 外来等） を  

実施する 。  

イ  認知症対応力の向上 

研修会等の取組を 進め， 認知症について正し く 理解し ， 患者の尊厳を 尊重し た対応を 実践でき る 職員の育成を 行う こ と で， 高齢化の進展と 共に増加する 認知症患者に適切に対応する 。 

【 実績】  

ア 専門外来と し て， 女性総合外来， 男性専門外来， 緩和ケア外来， セカン ド オピ ニオン 外来

や看護専門外来（ がん看護， 乳がん看護， フ ッ ト ケア等）， 薬剤師外来等のメ ディ カルス タ ッ

フ 外来を 実施し ， 市民の様々な健康ニーズに応えた。  

 

イ  病院全体の認知症対応力向上のため， 全職員を 対象と し た認知症サポータ ー養成講座や院

内研修会等を 実施し た。 平成３ ０ 年度には， 認知症サポート チームを 立ち上げ， 多職種での

院内ラ ウ ン ド の実施や認知症ケアの実践的指導を 行う など ， 行動・ 心理症状や身体合併症等

に対応でき る 体制の構築を 図り ， 認知症患者が安心し て受診でき る 病院づく り を 推進し た。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○主な専門外来 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

禁煙外来 46 件 101 件 162 件 187 件 16 件 

セカンド オピ ニオン  14 件 2 件 8 件 15 件 7 件 

緩和ケア外来 26 件 36 件 36 件 28 件 79 件 

 

○主な看護， 医療技術職によ る 専門外来 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

がん看護専門外来 285 件 524 件 617 件 323 件 94 件 

乳がん看護外来 72 件 103 件 241 件 192 件 209 件 

造血幹細胞移植後フ

ォ ロ ーアッ プ外来 
18 件 45 件 52 件 62 件 78 件 

腹膜透析外来 83 件 146 件 121 件 146 件 99 件 

フ ッ ト ケア外来 128 件 155 件 603 件 858 件 820 件 

薬剤師外来 25 件 39 件 185 件 208 件 126 件 

ペース メ ーカー外来 102 件 358 件 429 件 421 件 429 件 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院が提供する サービス  
⑺ 健康長寿のま ちづく り への貢献 

ア  健診センタ ー事業と し て人間ド ッ ク 及び特定保健指導を 積極的に行う こ と 。  

イ  健康教室の開催， 患者会の支援等によ る 市民への啓発の取組を 進める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

市民に開かれた病院と し ての取組を 推進し ， 市民がすこ やかに暮ら せる 健康長寿のま ちづく り への貢献を 果たす。  

ア 人間ド ッ ク については， がん・ 脳卒中・ 急性心筋梗塞・ 糖尿病等を 対象と し た専門ド ッ ク 等， 多様性のある メ ニュ ーやオプショ ン 検査の充実を 図り ， 特定保健指導についても ， よ り

効果的な指導の実施に努める こ と で， 市民の積極的な受診を 促進する 。  

イ  健康教室など 市民ニーズを 踏ま えた市民公開講座を 実施し ， 患者会についても 積極的に支援する こ と によ り ， 市民の主体的な健康づく り に寄与する 。  

【 実績】  

ア 人間ド ッ ク については， 半日ド ッ ク や脳ド ッ ク に加え， 平成２ ８ 年度に肺がんド ッ ク ，

平成２ ９ 年度に乳がんド ッ ク を 立ち上げる など ， ド ッ ク メ ニュ ーの充実を 図る と と も に，

検査当日に結果説明を 行い， 要精密検査については受診当日に専門診療科の予約を 推奨す

る と と も に， 健診成績表送付時にも 要精密検査の診療予約案内を 同封する など ， ス ムーズ

に専門的な診察に移行でき る 仕組みを 整えてき た。  

特定保健指導については， 積極的に保健指導対象者への受診奨励を 行い， 対象者への生

活指導を 実施し てき た。  

 

イ  健康教室「 かがやき 」 や母親教室， 糖尿病教室， 禁煙教室等の市民公開講座を 定期的に

開催し たほか， 乳がんや感染症予防等に関する 地域への出前講座も 実施し ， 積極的な地域

への啓発事業を 行っ た。  

患者会については， 引き 続き ， がん患者・ 家族のサロ ン「 みぶなの会」 やビ ス ケッ ト の

会（ 乳がん）， 聚楽会（ 糖尿病） 等の患者会に対する 支援を 行っ た。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○健診センタ ーの実績 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

半日ド ッ ク  3, 047 件 3, 185 件 3, 319 件 3, 343 件 3, 497 件 

脳ド ッ ク  331 件 263 件 389 件 380 件 401 件 

肺がんド ッ ク ※１  - - 1 件 3 件 4 件 

乳がんド ッ ク ※２  - - - 57 件 115 件 

※１  平成２ ８ 年１ １ 月から 開始  

※２  平成２ ９ 年８ 月から 開始  

 

○主な教室等の実施状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

健康教室「 かがやき 」 421 人 398 人 435 人 547 人 493 人 

母親教室 308 人 252 人 286 人 286 人 216 人 

糖尿病教室 351 人 345 人 291 人 223 人 216 人 

禁煙教室 169 人 114 人 46 人 53 人 52 人 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  京北病院が提供する サービス  
⑴ 市立病院と 京北病院の一体運営 

ア 総合情報シス テム の共通化 

市立病院と 電子カルテを 含めた総合情報シス テム を 共通化する こ と によ り ， 医療の質や患者サービ ス の向上を 図る こ と 。  

イ  人事交流の更なる 推進 

市立病院と の人事交流を 推進する こ と によ り ， 診療体制を 強固なも のと し ， ま た， 双方の病院の長所を 取り 入れ， よ り 良い患者サ

ービ ス の提供に努める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

ア   総合情報シス テム の共通化 

電子カルテを 含めた総合情報シス テム を 市立病院と 共通化し ， 一体的な法人内の情報ネッ ト ワ ーク 体制を 構築する こ と で， 市立病院の医療機能を 一層活用し ， 医療の質及び患者サー

ビ ス の向上を 図る 。  

イ  人事交流の更なる 推進 

  市立病院の医師や専門資格を 持つ多職種によ る 人的協力体制の強化， 人事交流の推進によ り 双方の病院の長所を 業務上に反映さ せる など ， 更なる 患者サービ ス の向上を 図る 。  

【 実績】  

ア 平成２ ７ 年度に両院共通の電子カルテシス テム を 含む総合情報シス テム を 整備し ， 両病

院間で患者情報を リ ア ルタ イ ム で共有し ， 迅速かつ的確な診療サービ ス を 提供する ための

基盤を 整えた。  

  ま た， 平成２ ８ 年２ 月から 両院間を 結ぶ患者送迎車の運用を 開始し ， 市立病院の化学療

法やＭＲ Ｉ 等の高度医療機器によ る 検査等， 市立病院の医療機能の一層の活用に努めてき

た。  

イ  診療体制の確保に当たっ ては， 市立病院から 内科， 外科， 皮膚科， 整形外科， 小児科，

眼科等の各診療科の医師を はじ め，臨床検査技師等の医療技術職の派遣を 行う と と と も に，

看護師や作業療法士等を 法人内の異動で配置する など ， 人事交流の推進に努めた。  

 ま た， 市立病院の専攻医， 研修医については， 医師教育の一環と し てロ ーテーショ ン 等

で京北病院に派遣し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

訪問診療件数 
1, 059 件 

( 960 件)  

1, 819 件 

( 1, 360 件)  

2, 083 件 

( 1, 600 件)  

1, 922 件 

( 1, 800 件)  

2, 076 件 

（ 2, 100 件）  

訪問看護件数 
6, 347 件 

( 5, 800 件)  

6, 930 件 

( 6, 500 件)  

7, 064 件 

( 6, 600 件)  

6, 647 件 

( 6, 750 件)  

6, 656 件 

（ 7, 100 件）  

※（ ） 内は年度目標 

 

＜参考実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

一般病床利用率 
71. 6% 

( 71. 1%)  

71. 2% 

( 71. 1%)  

70. 1% 

( 71. 1%)  

65. 7% 

( 71. 1%)  

64. 4％ 

（ 71. 1％）  

入院延べ患者数 
9, 933 人 

( 9, 855 人)  

9, 907 人 

( 9, 889 人)  

9, 720 人 

( 9, 855 人)  

9, 116 人 

( 9, 862 人)  

8, 931 人 

（ 9, 862 人）  

外来延べ患者数 
31, 069 人 

( 33, 320 人)  

30, 613 人 

( 31, 590 人)  

29, 019 人 

( 31, 720 人)  

28, 355 人 

( 31, 720 人)  

27, 486 人 

（ 31, 720 人） 

※（ ） 内は年度目標 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  京北病院が提供する サービス  
⑵ 京北病院の機能強化の検討 

在宅療養支援病院と し ての役割を 果たすべく 体制を 整備する こ と 。 ま た， 地域のニーズに応じ ， 地域包括ケアの拠点病院と し て，

京北病院の機能強化について検討する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

在宅療養支援病院と し ての体制整備を 進める と と も に訪問看護ス テーショ ンの機能強化を 行う こ と で， 地域包括ケアの推進に当たり ， 京北地域において中心的な役割を 担い， 地域ニーズ

に応える 。  

【 実績】  

 患者が安心し て療養生活を 送れる よ う ， ２ ４ 時間往診対応及び急変時の入院の受入れができ

る 体制等を 整え， 平成２ ７ 年４ 月には， 在宅療養支援病院の施設認定を 取得し ， 在宅での看取

り にも 対応し てき た。  

 ま た， 機能強化型訪問看護ス テーショ ン を 目指し ， 訪問看護にも 積極的に取り 組んでき たほ

か， いき いき 京北地域ケア協議会に参画し ている 関係機関と の連携を 深め， 京北地域における

地域包括ケアの中心的役割を 担っ た。  

 さ ら に， 退院後の在宅療養生活を 見据えて在宅復帰支援を 行う ため， 専従のリ ハビ リ ス タ ッ

フ を 配置し ， 平成２ ９ 年２ 月に地域包括ケア病床１ ０ 床を 開設し ， 積極的な運用に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

 ○往診件数 

   平成２ ６ 年度 ３ ３ １ 件 

   平成２ ７ 年度 ２ ６ ８ 件 

   平成２ ８ 年度 ２ ７ ２ 件 

   平成２ ９ 年度 ２ ３ ０ 件 

   平成３ ０ 年度 ２ ７ ４ 件 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  京北病院が提供する サービス  
⑶ へき 地医療 

ア  京北地域における 人口の動向や高齢化の進展など によ る 疾病構造や地域の医療ニーズの変化を 踏ま えた適切な入院・ 外来診

療体制を 確保し ， 総合診療専門医の確保及び育成を 目指すこ と 。  

イ  京北病院へのアク セス の確保に取り 組むと と も に， 訪問診療， 訪問看護など ， 在宅医療・ 介護サービ ス の提供を 適切に行う

こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

ア 法人と し て人的協力体制を 整備する こ と で， 適切に入院・ 外来診療を 行う 。  

  ま た， 地域医療の担い手と し て， 幅広い領域の疾病等に対し て適切な初期対応と 継続診療を 全人的に提供でき る 総合診療専門医を 確保・ 育成する 。  

イ  患者送迎サービ ス を 継続し て実施する と と も に， 診療所の利便性向上について検討を 行う 。 ま た， 訪問診療や訪問看護等の在宅医療・ 介護サービ ス の充実を 図る 。  

【 関連する 数値目標】  

事  項 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

訪問診療件数 ６ １ １ 件 ９ ６ ０ 件 １ ， ４ ４ ０ 件 

訪問看護件数 ５ ， ７ ７ ５ 件 ５ ， ６ ０ ０ 件 ６ ， ７ ０ ０ 件 

（ 注１ ） 訪問診療件数には， 往診の件数を 含む。  

（ 注２ ） 訪問看護件数には， 訪問リ ハビ リ テーショ ン の件数を 含む。  

【 実績】  

ア 市立病院から 内科， 外科， 皮膚科， 整形外科， 小児科， 眼科等の各診療科の医師を は

じ め， 臨床検査技師等の医療技術職の派遣を 行う と と と も に， 看護師や作業療法士等を

法人内の異動で配置する など ， 応援体制を 継続し た。  

  ま た， 市立病院の専攻医， 研修医については， 医師教育の一環と し てロ ーテーショ ン

等で京北病院に派遣し た。  

イ  京北地域内における 患者送迎サービ ス を 継続し て行う と と も に， 平成２ ８ 年２ 月から

両院間を 結ぶ患者送迎車の運用を 開始し ， 市立病院の化学療法やＭＲ Ｉ 等の高度医療機

器によ る 検査等， 市立病院の医療機能の一層の活用に努めてき た。  

  ま た， 訪問診療や訪問看護等の在宅医療についても 積極的に取り 組んだ。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

訪問診療件数 
1, 059 件 

( 960 件)  

1, 819 件 

( 1, 360 件)  

2, 083 件 

( 1, 600 件)  

1, 922 件 

( 1, 800 件)  

2, 076 件 

（ 2, 100 件）  

訪問看護件数 
6, 347 件 

( 5, 800 件)  

6, 930 件 

( 6, 500 件)  

7, 064 件 

( 6, 600 件)  

6, 647 件 

( 6, 750 件)  

6, 656 件 

（ 7, 100 件）  

※（ ） 内は年度目標  

＜参考実績＞ 
○京北―市立病院患者送迎車 のべ利用者数 

    迎え ４ ４ ５ 名（ 平成２ ９ 年度 ２ ６ ０ 名）  

    送り  ２ ９ ９ 名（ 平成２ ９ 年度 ２ ４ ５ 名）  

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  京北病院が提供する サービス  
⑷ 救急医療 

京北地域における 唯一の救急告示病院と し て， 救急医療を 提供する 役割を 的確に果たすこ と 。 ま た， 高度な医療を 要する 患者

については， 市立病院を はじ めと する 市内中心部の急性期医療機関と 連携し ， こ れら の医療機関に転送する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

市立病院と の一体的運営の下， 京北地域における 唯一の救急告示病院と し て， 初期救急医療を 提供する 役割を 果たす。 高度医療を 必要と する 患者については， 市立病院を 中心に市内中心

部の急性期医療機関と 連携を 図る こ と で適切な対応を 行う 。  

【 実績】  

京北地域における 唯一の救急告示病院と し て， 院外心停止や重症患者を 積極的に受け入

れ， 初期救急医療の提供に努めた。  

 手術や高度医療機器を 用いた検査等を 必要と し ， 京北病院での対応が困難な患者につい

ては， 市立病院を はじ め市内の高度急性期医療機関に搬送する など ， 適宜連携を 図り 適切

に対応し た。 ま た， 緊急性のある 症例については， ヘリ コ プタ ーによ る 患者搬送を 行っ た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

救急患者数 2, 268 件 2, 213 件 2, 066 件 2, 224 件 2, 298 人 

市内病院への搬

送数 
45 件 64 件 69 件 72 件 69 件 

 
う ち市立病

院への搬送 
26 件 34 件 38 件 41 件 43 件 

ヘリ コ プタ ー搬

送数 
13 件 22 件 23 件 25 件 14 件 

 
う ち市立病

院への搬送 
8 件 13 件 15 件 15 件 10 件 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  京北病院が提供する サービス  
⑸ 介護サービス の提供 

介護老人保健施設を 中心と し ， でき る 限り 住み慣れた地域や住ま いで自立し た生活が送れる よ う 支援し ていく 施設介護サービ

ス 及び居宅介護サービ ス を 提供する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

介護サービ ス の提供に当たっ ては， 居宅介護支援事業所によ る マネジメ ン ト の下， 介護老人保健施設によ る 施設介護サービ ス から ， 訪問看護及び通所リ ハビ リ テーショ ン等によ る 居宅介

護サービ ス に至る ま で， 幅広く 提供する 。  

【 実績】  

 介護老人保健施設によ る 施設介護サービ ス から ， 訪問看護及び通所リ ハビ リ テーシ

ョ ン 等によ る 在宅介護サービ ス ま で， 居宅介護支援事業所が行う ケアマネジメ ン ト の

下， 幅広く 介護サービ ス を 提供し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

介護老人保健施設稼働率 
87. 4% 

( 89. 7%)  

91. 2% 

( 91. 7%)  

89. 4% 

( 91. 7%)  

88. 9% 

( 91. 7%)  

91. 2％ 

（ 91. 7％）  

訪問看護件数 
6, 347 件 

( 5, 800 件)  

6, 930 件 

( 6, 500 件)  

7, 064 件 

( 6, 600 件)  

6, 647 件 

( 6, 750 件)  

6, 656 件 

（ 7, 100 件） 

通所リ ハビ リ テーショ ン  
2, 522 人 

( 2, 400 人)  

2, 535 人 

( 2, 400 人)  

2, 493 人 

( 2, 400 人)  

2, 581 人 

( 2, 400 人)  

2, 466 人 

（ 2, 400 人） 

居宅介護支援事業所利用者

数 

23 人 

（ -）  

200 人 

（ 320 人）  

351 人 

（ 390 人）  

396 人 

（ 390 人）  

404 人 

（ 390 人）  
 



 

 

第４  市民に対する 安心・ 安全で質の高い医療を提供する ための取組に関する 事項 

中 

期 

目 

標 

１  チーム医療， 多職種連携の推進 
必要な医療専門職を 確保する と と も に， 各医療専門職が最大限の専門性を 発揮し ， 迅速かつ高度なチーム 医療を 推進する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

多職種カン フ ァ レ ン ス の充実， 入院早期から の退院を 見据えた多職種によ る 診療計画の策定など ， 各医療専門職が連携し ， それぞれの専門性を 最大限に発揮でき る 多職種連携の業務執行

体制を 一層推進する 。  

ま た， 栄養サポート チーム ， 緩和ケアチーム など 各分野における チーム 医療について充実を 図る こ と で， 患者中心の最適な医療の提供に努める 。  

【 実績】  

入院時に多職種でカンフ ァ レ ンス を 実施し ， 薬剤師， 管理栄養士， ＭＳ Ｗにおける 病棟担当制

など によ り ， 入院早期から 各医療専門職が連携し て， 退院に向けた効率的かつ効果的な診療に取

り 組んでき た。  

さ ら に， 平成２ ７ 年度には， 入院支援セン タ ーを 立ち上げ， 入院予定の患者を 対象に， 現在の

生活状況や治療後の状態を 見据えた転退院後の生活， 薬剤師によ る 持参薬鑑別等を 行う と と も

に， 入院前から 入院及び治療に向けた準備だけでなく ， 転退院に向けた支援を 開始する こ と で，

ス ム ーズな入院と 治療や手術の実施， 転退院を 推進し た。  

 ま た， 安全かつ効果的な治療のため， 栄養サポート チーム ， 呼吸ケアチーム ， 褥瘡対策チーム ，

感染対策チーム ， 緩和ケアチーム， 倫理コ ン サルテーショ ン チーム 等の多職種から なる 専門的な

チーム を 組織し ， それぞれの専門性を 生かし ， 最適な医療の提供に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

入院支援センタ ー件数 2, 616 件 5, 279 件 5, 340 件 6, 159 件 

※平成２ ７ 年１ ０ 月開始     



 

 

中 

期 

目 

標 

２  安全で安心でき る 医療の提供に関する 事項 
⑴ 医療安全に係る 組織やマニュ アルを不断に見直し ， 職員に対し て効果的な教育を実施する こ と によ り 医療安

全体制を強化する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑴ 病院に設置する 委員会において， 医療安全に係る 課題について継続的な議論を 行う と と も に， 医療安全研修の充実等に取り 組むこ と によ り ， 医療安全体制の強化を 図る 。  

【 実績】  

 医療安全管理マニュ ア ルやス タ ッ フ ハン ド ブッ ク について適宜見直すと と も に， 院内で

のイ ン シデン ト ・ アク シデン ト 報告の積極的な提出を 呼びかけた。  

医療安全管理委員会において， イ ン シデン ト 及びアク シデン ト 事例の迅速な把握， 分析

を 行う と と も に， リ ス ク マネジメ ン ト 部会において， 毎年テーマを 決め， 安全対策に関す

る 活動を 行っ た。 各部署には部署安全マネージャ ーを 配置し ， 部署の医療安全に関する 課

題解決に取り 組んだ。  

研修計画のも と 全職員対象に医療安全研修を 実施， 平成２ ７ 年度から は e-ラ ーニン グを

導入し ， 当日参加でき ない職員への受講を 呼びかける など ， 病院全体の医療安全体制の強

化を 図っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医療安全研修

受講者数 
1, 955 人 1, 480 人 1, 844 人 1, 647 人 1, 962 人 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  安全で安心でき る 医療の提供に関する 事項 
⑵ 問題症例の検討や院内事故調査委員会の機能強化を図り ， 事故の再発防止に取り 組むこ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑵ 医療安全レ ポート の迅速な提出を 徹底する と と も に， 統計に基づく 適切な予防・ 対策及び重要・ 警鐘事例については症例検討等によ る 調査・ 分析を 実施する こ と で， 事故の再発防止に

取り 組む。  

ま た， 重大事例については， 外部委員を 含む医療事故調査委員会において適切に対応する 。  

【 実績】  

全職員を 対象に医療安全レ ポート 提出を 呼びかける と と も に，レ ポート の重要性についての研修

会を 実施する など ， 提出に対する 職員の意識の向上を 図っ た。  

重大・ 警鐘事例については， 事例検討を 行い， 調査・ 分析手法を 用いて， 迅速に適切な再発防止

策を 講じ る こ と で事故の再発防止に努めた。  

医療事故発生時には， 医療法に基づき 医療事故調査委員会を 開催し た。  

 
 
 
 
 
 
 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○医療安全レ ポート の提出状況 

 ＜市立病院＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

イ ンシデン ト  2, 011 件 2, 459 件 2, 952 件 3, 187 件 2, 929 件 

アク シデン ト  65 件 62 件 56 件 56 件 47 件 

合 計 2, 076 件 2, 521 件 3, 008 件 3, 243 件 2, 976 件 

 ＜京北病院（ 医療） ＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

イ ンシデン ト  174 件 126 件 170 件 132 件 116 件 

アク シデン ト  3 件 3 件 3 件 3 件 1 件 

合 計 177 件 129 件 173 件 135 件 117 件 

＜京北病院（ 介護） ＞ 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

イ ンシデン ト  92 件 42 件 76 件 97 件 53 件 

アク シデン ト  1 件 0 件 1 件 1 件 3 件 

合 計 93 件 42 件 77 件 98 件 56 件 

 

 

 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

３  医療の質， サービス の質の向上に関する 事項 
⑴ 医療の質の向上に関する こ と  
ア  評価指標の活用や第三者機関の評価を 受ける こ と によ り ， 医療の質の向上に努める こ と 。  

イ  高度かつ標準的な医療を 提供する こ と ができ る よ う ， 医療専門職の知識・ 技術の向上を 図り ， 必要と なる 機器及び設備の計画的

な充実に努める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

ア 医療の質に関する 客観的な指標の分析や外部の評価機関によ る 評価結果の公表， 分析・ 活用によ り ， 継続的な医療の質向上の取組を 推進する 。  

イ  最新の知見や資格の習得等に寄与する 学会・ 研修会への参加等に係る 支援を 積極的に実施する こ と で， 医療専門職の知識・ 技術の習得を 促進し ， 高度かつ標準的な医療の提供に努める 。 

  ま た， 医療機器については， 整備・ 更新計画を 策定し ， 費用対効果や稼働目標・ 実績等の検証を 行う こ と で， 効果的な運用を 図る 。  

【 実績】  

ア 市立病院が独自に設けている 臨床指標（ ク リ ニカ ル・ イ ン ディ ケータ ー） について，

平成２ ７ 年度から バラ ン ス ス コ アカ ード の視点を 取り 入れて ， 従来の１ ０ 分野４ １ 項目

から １ ３ 分野４ ７ 項目に整理し ， 改善に努め， その実績を 診療概要及びホ ーム ページに

おいて公表し た。 ま た， 日本病院会の「 Ｑ Ｉ （ ク オリ ティ ー・ イ ン ディ ケ ータ ー） 推進

事業」， 全国自治体病院協議会の「 医療の質の評価・ 公表等推進事業」 に参加し ， 当該指

標に基づく 実績を 定期的に把握する と と も に， 医療の質推進委員会で報告し ， 全国値と

の比較を 行い， 課題の把握， 改善のための計画， その取組状況の報告を 行う こ と で医療

の質向上のＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを 促進し た。  

  平成２ ８ 年度には， 日本医療機能評価機構から 案内さ れる 期中の確認を 行い， 指摘事

項の見直し ， 改善事項の確認を 行う と と も に， 平成３ ０ 年度には， 翌年度の機能評価受

審に向け， 現状確認， 課題の認識を 行い， 継続的に改善活動を 行う など ， 更なる 医療の

質の向上につなげた。  

 

イ  医療専門職の知識・ 経験の向上を 図る ため， 学会出張や研修会への参加， 専門性に関

する 資格保持に対する 補助を 行う など ， 最新の知見の取得や専門性向上の支援を 積極的

に行っ た。  

  医療機器管理委員会において， 医療機器整備計画を 策定し ， 機器導入後の維持コ ス ト

等も 勘案し たう えで， 優先度（ 緊急度・ 必要度） が高いも のから 機器更新等を 行っ た。  

ま た， 京北病院においては， 市立病院使用機器の再利用を 行っ たほか， 両病院の医療

需要に勘案し て効果的かつ効率的な機器整備を 実施し た。  

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○専門性維持に関する 補助の実施状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医師等の専門性に関する 資

格維持に対する 補助 
145 件 141 件 172 件 179 件 169 件 

 

○高額医療機器の利用状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

Ｐ Ｅ Ｔ －Ｃ Ｔ 実績  1, 410 人 1, 640 件 1, 822 件 1, 995 件 2, 181 件 

リ 二ア ッ ク によ る 強度変調放

射線治療（ Ｉ ＭＲ Ｔ , Ｖ ＭＡ Ｔ ） 
2, 294 件 2, 838 件 2, 790 件 2, 424 件 2, 129 件 

ロ ボッ ト 支援手術件数 95 件 86 件 76 件 123 件 135 件 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

３  医療の質， サービス の質の向上に関する 事項 
⑵ 患者サービス の向上に関する こ と  

ア  患者満足度を 客観的に把握し たう えで， 継続的な改善策を 講じ ， 患者サービ ス の向上を 図る こ と 。  

イ  市民ボラ ン ティ アと 職員の協働の積極的な推進や，市民モニタ ーの活用を 通じ て，市民目線でのサービ ス の向上に努める こ と 。 

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

ア ご 意見箱や患者満足度調査， 市民モニタ ー制度等を 活用し ， 継続的に業務改善に取り 組む。  

  ま た， 待ち時間の短縮や， 施設面における 快適性・ 利便性の確保を 通じ て， 患者の療養環境の充実を 図る 。  

  職員の接遇については， 適切な研修計画を 立案し ， 効果的な教育を 実施する こ と で， 接遇・ 応対力の更なる 向上に努める 。  

イ  ボラ ン ティ アと の協働や市民モニタ ーの活用 

  ボラ ン ティ ア事業については， 市民ボラ ン ティ ア登録者数の増加や， 活動領域の拡大によ り ， ボラ ン ティ ア活動の更なる 充実を 図る 。  

   市民モニタ ー制度については， 実践的なモニタ リ ン グを 通じ て市民目線によ る 評価及び提案を 受ける こ と で業務改善の促進を 図る 。  

【 実績】  

ア 市立病院においては， ご 意見箱， 患者満足度調査， 市民モニタ ー制度等で患者等から 寄

せら れた意見について， サービ ス 向上委員会を 中心に業務改善に努めた。 ま た， 患者の意

見を 参考に， 各部署で課題抽出， 取組計画の策定を 行い， 業務改善活動に取り 組み， Ｐ Ｄ

Ｃ Ａ サイ ク ルを 促進し た。 特に優秀と 認めら れた部署については， 院内で発表及び表彰を

行い， 病院全体で共有する こ と で， 今後の改善活動の促進につなげた。  

  平成２ ７ 年度には， 入院支援セン タ ーを 開設し ， 入院前から 患者情報を 収集し ， 多職種

によ る 診療計画の作成に努めたほか， 様々な患者要望に応える ため， 放射線治療や化学療

法の休日開院の実施や， 患者送迎巡回バス の運用を 開始し た。 平成２ ９ 年度には， 平日の

外来における 手話通訳の常駐化や， 多言語での医療通訳の可能なサービ ス を 導入し ， 更な

る サービ ス 向上を 図っ た。   

  外来患者の待ち時間短縮に向けては， 初診紹介患者を 対象にアン ケート 調査を 実施し ，

分析を 行っ たほか， かかり つけ医促進を 掲げたポス タ ーの貼出し や院内放送を 行っ た。 ま

た， 採血室においては看護師によ る コ ン シェ ルジュ の配置， レ イ アウ ト 変更等療養環境の

充実を 図っ た。 さ ら に， 職員の接遇については， 新規採用職員のほか， 協力企業職員を 含

む全職員を 対象と し た研修を 毎年実施し ， 機構全体で接遇及び応対力の向上に努めた。  

  京北病院においては， 京北地域内における 患者送迎サービ ス を 引き 続き 実施する と と も

に， 平成２ ７ 年度に高度医療機器によ る 検査及び透析治療等， 京北病院では対応困難な患

者を 対象に， 市立病院と 京北病院を 結ぶ患者送迎車の運用を 開始し ， 定着し た。  

ま た， 患者満足度調査結果や地域の関係機関から 寄せら れる 情報を 基に患者ニーズの把

握と サービ ス の向上に取り 組んだ。  

    

  イ  市立病院のボラ ン ティ アは， 外来の案内や支援， 小児科病棟での遊びを 中心と する 患者

対応等について病院職員と 協働し た。 ボラ ンティ ア 活動員の活性化に向けて， 患者ニーズ

を 反映する と と も に意欲ある 活動員を 積極的に募集し ， ボラ ンティ アの充実に努めた。  

   市立病院の市民モニタ ー制度については， 市民モニタ ー会議を 開催し ， 市民から 市立病

院の患者サービ ス について評価と 提案を 受け， サービ ス 向上委員会で改善に向けた議論を

行っ た。  

関連指標 

＜参考実績＞ 

 

○患者満足度調査における 満足層の割合 

＜市立病院＞ 

事項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

入院 92. 1％ 93. 5％ 93. 8％ 89. 5％ 93. 5％ 

外来 85. 1％ 77. 8％ 81. 3％ 84. 8％ 83. 7％ 

 

＜京北病院＞ 

事項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

入院 77. 7％ 84. 7％ 85. 7％ 92. 0％ 92. 7％ 

外来 80. 3％ 79. 3％ 83. 7％ 85. 6％ 85. 7％ 

老健 75. 0％ 88. 3％ 82. 3％ 87. 3％ 73. 3％ 

※「 満足， やや満足， 普通， やや不満， 不満」 の５ 段階評価で，「 満足」「 やや満足」 と 回答し た患者の割合。 

※京北病院の平成２ ８ 年度ま では，「 良い， 普通， 悪い」 の３ 段階評価で「 良い」 と 回答し た患者の割合。  

  

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○ご意見箱・ ボラ ン ティ ア  

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

ボラ ン ティ ア 

活動員数（ 実動

員）  

19 人 14 人 14 人 14 人 18 人 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

４  適切な患者負担の設定 
誰も が公平な負担で， 必要かつ十分な医療を 受ける こ と ができ る よ う ， 適切な料金を 定める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

誰も が公平な負担で， 必要かつ十分な医療を 受ける こ と ができ る よ う ， 適切な料金を 定め， 運用する 。  

【 実績】  

誰も が公平な負担で，必要かつ十分な医療を 受ける こ と ができ る よ う ，各種料金の額については，

病院等管理規定で定め， 適正に運用し た。  

平成２ ８ 年４ 月に， 初診時選定療養費を ３ ， ２ ４ ０ 円から ５ ， ４ ０ ０ 円に改定， 再診時選定療養

費の定額負担金２ ， ７ ０ ０ 円を 新設し ， 紹介状の持参を 呼びかけ， 地域の医療機関と の機能分化と

連携を 推進し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

○紹介率 

 事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

紹介率 53. 3％ 56. 4% 70. 9％ 71. 5％ 70. 0％ 
 

 



 

 

第５  業務運営の改善及び効率化に関する 事項 

中 

期 

目 

標 

１  迅速性・ 柔軟性・ 効率性の高い運営管理体制の充実 
⑴ 迅速かつ的確な組織運営 

地方独立行政法人の利点を いかし て， 理事長のリ ーダーシッ プによ る 迅速な意思決定と 組織的な業務運営を 図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

理事長のリ ーダーシッ プによ る 迅速な意思決定を 行う と と も に， 理事会の適正な運営や院内会議・ 委員会等における 効率的な業務執行を 通じ て， 組織的な業務運営を 図る 。  

 

【 実績】  

 常任理事者会議で理事長が迅速に意思決定を 行い， その方針を ， 市立病院では， 毎週の診

療管理委員会や毎月の診療部長会議， 半期ご と の理事長ヒ ア リ ング 等（ 全診療科・ 病棟・ 部

門を 対象） において， 京北病院については， 京北病院長と の面談において， 理事長自ら が指

示する と と も に， 経営状況分析に基づく 数値目標等を 示し ， 医師の経営参画を 促し た。  

 ま た， 経営企画会議等において， 理事会での審議内容等を 幹部職員に伝達し ， 迅速な対応

につなげる と と も に， 幹部職員間での情報共有のために， 部課長会議において全ての委員会

活動の報告を 行っ た。  

さ ら に， 年度計画の実績報告会において， 進捗状況を 踏ま え， 指示を 行う など ， Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

によ り ， 組織的な業務運営を 図っ た。  

そのほか， 診療部担当部長を ３ 人体制と し た診療部の管理体制強化や， 腫瘍内科や周術期

統括部の設置等， 必要に応じ て， 弾力的な組織の見直し を 行っ た。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  迅速性・ 柔軟性・ 効率性の高い運営管理体制の充実 
⑵ 情報通信技術の活用 

電子カルテや医事会計シス テム等を 含めた総合情報シス テムの更新によ り ， 効率的かつ効果的な運用に努める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

電子カルテを 含めた総合情報シス テムを 更新し ， 市立病院及び京北病院のネッ ト ワ ーク 環境の一元化を 図る こ と によ り ， 効率的な情報管理を 行う 。  

【 実績】  

 平成２ ７ 年度に電子カルテシス テム を 含む総合情報シス テム を 市立病院で更新し ， 京北病

院でも 新規導入を 行い， 両病院間で患者情報を リ アルタ イ ム で共有し ， 迅速かつ的確な診療

サービ ス を 提供する ための基盤を 整えた。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  優秀な人材の確保・ 育成に関する 事項 
⑴ 医療専門職の確保 

医療機能を 十分に発揮でき る よ う ， 必要な医療専門職を 確保する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

法人の役割及び医療機能を 最大限発揮する に当たり 必要な医療専門職を 確保する ため， 柔軟な職員採用を 行う 。  

 医師については， 市立病院において高度医療を 担う 専門性の高い医師の， 京北病院においては幅広い領域に関する 知識と 経験を 有する 総合診療専門医の確保・ 育成を 図る 。  

 看護師については， 重症度， 医療・ 看護必要度を 踏ま えた必要な人員を 確保する 。  

 ま た， チーム 医療を 推進する ための多様な医療専門職についても 必要十分な人員の確保を 図る 。  

【 実績】  

 救急医療体制を 強化する ため， 脳神経外科医及び総合内科医を 採用する と と も に， 高度な手

術件数の増加を 狙い， 麻酔科の体制を 強化し た。 ま た， 新専門医制度の開始に当たり ， 医師の

確保に努める と と も に， 総合診療専門医育成に当たっ ては， 京北病院での１ 箇月間の地域医療

研修を 義務付けた研修プロ グラ ムを 策定し た。  

 その他， 看護師を はじ め医療技術職や事務職においても ， 経験者など 現場で即戦力と なる 人

材を 柔軟に採用し ， 医療機能を 最大限発揮でき る 体制づく り を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 
＜参考実績＞ 

○職員数 

＜市立病院＞ 

 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医師 203 197 189 198 200 

看護師 476 489 507 504 511 

放射線技師 29 30 30 30 31 

薬剤師 25 26 28 28 30 

検査技師 23 23 24 23 24 

工学技士 10 10 11 11 12 

管理栄養士 5 7 7 7 8 

リ ハビ リ  13 13 19 20 22 

ＭＳ Ｗ 6 8 10 9 10 

事務その他 58 56 54 52 53 

合 計 848 859 879 882 901 

 

＜京北病院＞ 

 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医師 3 5 5 4 4 

看護師 29 31 30 32 35 

放射線技師 1 1 1 1 1 



 

 

薬剤師 2 2 2 2 2 

検査技師 1 1 1 1 1 

管理栄養士 1 1 1 1 1 

リ ハビ リ  3 3 3 4 4 

ＭＳ Ｗ 0 0 0 0 0 

事務その他 4 5 5 5 4 

合 計 44 49 48 50 52 

  ※職員数には休職者， 京北病院の看護師には准看護師含む 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  優秀な人材の確保・ 育成に関する 事項 
⑵ 人材育成・ 人事評価 
ア  人材育成 

医療， 介護等に関する 倫理観と 専門知識・ 技術を 持っ た職員の計画的な育成に努める こ と 。  

イ  人事評価 

職員の意欲及び主体性の向上並びに組織の更なる 活性化のため， 職員の能力， 勤務実績を 適正に評価する 人事評価シス テムの適

切な運用を 図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

ア 人材育成 

医療に関する 倫理観と 専門知識・ 技術を 計画的に高める ため， 教育研修セン タ ー（ 仮称） を 設置し ， 総合的な研修計画の立案・ 実施・ 評価及び研修に係る 職員情報の一元化を 図る こ と

で， 教育研修機能を 充実さ せる 。  

  ま た， 専門性向上のための学会・ 研修会等への参加や専門資格の取得を 奨励する こ と で， 職員の知識・ 技術等の向上を 図る 。  

イ  人事評価 

全職員を 対象に実施し ， 公正な運用を 行う こ と で， 職員の業務に対する 意欲や目的意識の向上を 目指すなど ， 人材の育成と 組織の活性化を 図る 。  

ま た， 評価結果については， 人事評価制度の趣旨を 踏ま え， 職員研修等において適切に活用する 。  

【 実績】  

ア 人材育成 

  全職員必須の研修や新規採用職員の研修， 医療専門職の院内研修など ， 体系的な研修の実

施に向けて， 研修実施状況を 把握する と と も に， 研修プロ グラ ム やス ケジュ ール等の検討を

進めた。  

  ま た， 研修会や学会に定期的に派遣し ， 伝達研修を 実施する と と も に， 多職種連携及び相

互理解を 深めていく ために， 各職種の業務理解の勉強会を 実施し た。  

  業務に必要な資格取得に係る 費用や， 国内外の学会参加等に係る 出張旅費， 参加費等を 支

給し ， 専門資格の取得や高度な医療技術取得を 支援し た。  

 

イ  人事評価 

  職場ミ ーティ ン グ等によ り 所属長が定めた組織目標に従い， 各人が個別の目標を 定め， 上

司と の面談を 行い， 公正， 客観的に評価し ， 開示を 行う 人事評価制度について， 評価者及び

被評価者を 対象と し た研修を 行い， 制度の安定的運用を 図っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○専門性維持に関する 補助の実施状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医師等の専門性に関する

資格維持に対する 補助 
145 件 141 件 172 件 179 件 169 件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  優秀な人材の確保・ 育成に関する 事項 
⑶ 職員満足度の向上 

職員のワ ーク ラ イ フ バラ ンス を 確保する と と も に， 職員が誇り や働き がいを 持っ て職責を 果たすこ と ができ る よ う ， 職員の

働き やすい環境を 整備する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

多様な勤務形態の提供等によ り ， 職員のワ ーク ラ イ フ バラ ン ス の確保に努める と と も に， 労働安全衛生に係る 取組の充実を 図る こ と によ り ， 職員の働き やすい環境を 整備する 。  

ま た， 人材育成や人事評価を 適切に行う と と も に， 職員提案制度の充実によ る 業務改善， 業務遂行の意識の向上等によ り ， 職員が自信と 誇り を 持ち， 働き がいを 感じ る こ と のでき る 職場

環境を 構築する 。  

【 実績】  

 長時間勤務の解消や時間外勤務の縮減及び年次休暇等の積極的な取得等に向けて， 定期的

に呼びかけを 行う と と も に， 定時退勤日を 設定し ， 退勤を 促すなど の取組を 進めた。  

安全衛生委員会を 毎月開催し ， 安全衛生教育， 定期健康診断の受診状況， 公務災害の発生

要因等について 調査審議する と と も に， 産業医によ る 職場巡視を 毎月行い， 職場指導を 行っ

た。  

 新規採用職員や人事異動後の職員を 対象と する 面談を 実施し たほか， 法人内外に設置し て

いる メ ン タ ルヘルス ， ワ ーク ラ イ フ バラ ンス 等に関する 相談窓口の周知を 行い， 職員から の

相談体制を 整えた。  

 職員が自信と 誇り を 持ち， 働き がいを 感じ る こ と のでき る 職場環境の構築に向けて， 職員

満足度調査を 継続し て実施し ， 職場における 業務遂行及びコ ミ ュ ニケ ーショ ン における 課題

等の調査結果を 踏ま え， 職員にと っ て働き がいのある 職場づく り に向けて取り 組んだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

３  給与制度の構築 
職員の人事評価や法人の業務実績等に応じ た給与制度を 構築する と と も に， 職員給与は， 常に社会情勢に適合し たも のと する こ

と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

人事評価制度や法人の業務実績等を 反映し ， 職員の努力が報われ組織全体の意欲の喚起につながる と と も に， 社会情勢に適合し た独自の給与制度を 構築する 。  

【 実績】  

 法人と し て主体的に給与を 決定する ため， 法人独自の新たな人事給与制度を 構築し た。 医師

の人事評価について， 給与や処遇への反映手法を 検討する と と も に， 社会情勢等を 踏ま え， 特

殊勤務手当等の見直し を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

４  コ ンプラ イ アンス の確保 
研修の実施等によ り 職員のコ ンプラ イ アン ス に対する 意識を 向上さ せる と と も に，情報公開の徹底や，法人内外から のチェ ッ ク な

ど によ り コ ン プラ イ アンス の確保を 図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

法人の理念， 病院憲章， 倫理方針及び医療法その他の関係法令等の遵守について職員研修を 充実し ， 職員の意識を 向上さ せる と と も に， 日々の業務を 通じ て規程・ 基準の点検・ 改善を 行

う こ と によ り ， 組織全体のコ ン プラ イ アン ス の定着を 図る 。  

ま た， 情報公開を 推進する と と も に， 監事及び会計監査人等法人内外のチェ ッ ク 機能を 活用し た取組を 推進する 。  

【 実績】  

  新規採用職員研修において， 法人理念や病院憲章等の研修を 行う と と も に， 全職員を 対象と し

たコ ン プラ イ アンス 研修を 実施し ， 職員の倫理・ 規範意識の向上に努めた。  

  会計規程や契約規程等の規定類のほか， 理事会の概要， 財務諸表等， 臨床指標や病院指標等に

ついて， ホーム ページにて積極的に公開する と と も に， 市立病院の広報誌「 やすら ぎ」 や「 診療

概要」 ， 京北病院の「 ス マイ ル通信」 等において， 病院の特色や診療実績・ 診療技術等の情報公

開を 行っ た。  

監事及び会計監査人の決算監査を 受審し ， 棚卸実施方法等指摘さ れた事項について適切に改善

し た。  

 平成３ ０ 年４ 月の改正地方独立行政法人法の施行に合わせて， 適正な業務を 確保する ための体

制や権限を 強化する ため， 法人の業務方法書を はじ め， 役職員の倫理の保持に関する 規程や医療

情報， 個人情報等に関する 規程を 改正する と と も に， 内部統制に関する 基本方針やコ ン プラ イ ア

ンス 推進規程，監事監査規程等の新規策定を 行い，法人内外から のチェ ッ ク 体制を 更に強化し た。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

５  個人情報の保護 
職員に個人情報を 保護する こ と の重要性を 認識さ せ， その管理を 徹底さ せる こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

法人の個人情報保護方針及びその他の関係法令等を 遵守し ， 個人情報の保護を 図る 。 ま た， 研修の充実， 個人情報管理の取組を 推進する こ と によ り ， 組織全体の個人情報保護意識の徹底

を 図る 。  

【 実績】  

番号法（ マイ ナン バー法） の施行に伴い， 法人の個人情報保護規程を 見直すと と も に， 人事

給与関係事務における 特定個人情報の取扱要綱を 制定し ， マイ ナン バーの適正管理に取り 組ん

だ。  

外部講師を 招き ， 全職員を 対象と し た個人情報保護研修を 市立病院及び京北病院で開催し ，

e-ラ ーニン グ を 活用する と と も に， 新規採用や医師事務作業補助者の採用時に担当職員が研修

を 行う など ， 職員研修を 充実さ せ， 個人情報保護意識の醸成を 図っ た。  

イ ン シデン ト レ ポート を 用いた検討・ 分析に加え， 地方独立行政法人法の改正趣旨を 踏ま え，

内部点検を 行う ために， 全職員によ る 個人情報保護チェ ッ ク シート によ る セルフ チェ ッ ク を 実

施し ， リ ス ク 管理等の点検を 行っ た。  

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

６  戦略的な広報と 分かり やすい情報の提供 
⑴ 医療サービス や法人の運営状況について市民の理解を深めら れる よ う ， 目的や対象に応じ た適切な内容や
媒体によ る 戦略的な広報を行う こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑴ 広報誌やホーム ページ等の各種広報媒体を 充実さ せる こ と で， 市民に対する ， 病院の特色や取組内容等の分かり やすい情報発信に努める 。  

 ま た， 地域の関係医療機関への訪問活動の充実によ り ， 地域に対し て積極的に情報発信する 。  

【 実績】  

市立病院においては， 市民・ 患者向け広報誌「 やすら ぎ」 を 年４ 回発行し ， 院内， 市役所，

区役所及び周辺施設への配架， 関係医療機関への送付， ホーム ページへの掲載を 行う と と も に，

市民し んぶんへの掲載や広報発表， 地下鉄広告など によ り ， 時期やタ ーゲッ ト に合わせた広報

活動を 実施し た。   

平成２ ７ 年度には， 京都市立病院創立５ ０ 周年と し て， イ メ ージキャ ラ ク タ ーを 制作し ， 公

募によ り 名前（ みぶま る ・ みぶり ん） を 決定し たほか， 平成２ ９ 年度には，「 がん患者と ご 家族

のための食事のヒ ント 」 の冊子を 新たに作成し た。  

京北病院においては， 診療体制や医療， 健康に関わる 取組等を 周知する 広報誌「 ス マイ ル通

信」 を 発行し ， 関係機関に配布し た。  

ホーム ページについては， 平成２ ７ 年度に全面リ ニュ ーアルを 行う と と も に， ２ ８ 年度にス

マート フ ォ ン 対応， ２ ９ 年度にはウ ェ ブアク セシビ リ ティ （ 心身の機能に制約のある 人が年齢

的・ 身体的条件に関わら ずウ ェ ブ情報にアク セス し ， 利用でき る こ と ） への対応を 完了さ せる

など ， 市民に分かり やすいホーム ページづく り に努めた。  

地域医療機関向けには，「 診療概要」 を 年 1 回， 広報誌「 連携だよ り 」 を 年４ 回発行し ， 診療

科ご と の特色・ 強みを ま と めた「 アピ ールポイ ン ト 集」 や「 かかり つけ医名簿」 を 新たに作成

し ， 地域連携の一層の強化に努めた。 ま た， 各診療科の医師を 中心に地域医療機関へ訪問活動

を 行い， 病院や診療科の取組状況等を 分かり やすく 発信し ， 紹介患者獲得に向けて取り 組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○診療所訪問活動の実施状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

診療所訪問活動 － 66 件 73 件 154 件 151 件 
 



 

 

 

中 

期 

目 

標 

６  戦略的な広報と 分かり やすい情報の提供 
⑵ 医療の質や経営に関する 指標について， 正確で分かり やすい情報を提供する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

⑵ 医療の質や経営に関する 指標を 用い， 実績や目標達成度等について分析する と と も に， その結果について市民に対し て正確で分かり やすい情報発信を 行う 。  

【 実績】  

医療の質に関する こ と については， 市立病院が独自に設けている 臨床指標（ ク リ ニカル・ イ ン

ディ ケータ ー） について， 従来の１ ０ 分野４ １ 項目から バラ ンス コ アカード の視点を 取り 入れ，

１ ３ 分野４ ７ 項目に整理し ， その実績を 診療概要及びホーム ページにおいて公表し た。 ま た， 医

療の質推進委員会では， 毎年その指標から 重点項目を 選出し ， 課題の把握， 改善のための取組状

況の進捗確認を 行い， その実績を 診療概要及びホームページにおいて公表し た。  

経営に関する こ と については， 毎年度の決算， 事業報告等の病院経営に直結する 情報や， 毎

月の理事会における 稼働状況等の議論を ホ ーム ページ上で公開し ， 市民に対する 情報発信に努

めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○医療の質推進委員会重点取組項目 

 

 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  

内 
 

 
 

容 

 

 

- 

 

・ 地域医療機関サポー

ト 率 

・ 病院推奨度 

・ 転倒転落発生率・ 損傷

発生率 

・ 外来待ち時間（ 予約な

し ・ 予約あり ・ 紹介）  

・ 転倒転落発生率・ 損傷

発生率 

・ 救命救急室から の入院

患者数と 割合 

・ 年間新入院患者に占め

る がん患者の割合 

・ ク リ ニカルパス 使用率 

・ 退院サマリ ー２ 週間以

内完成率 

 

 Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

内 
 

 
 

容 

・ 外来待ち時間（ 予約な

し ・ 予約あり ・ 紹介）  

・ 紹介率 

・ 患者誤認 

・ 平均在院日数 

・ 職員満足度・ 患者満足

度 

 

 

 

 

 
 



 

 

第６  財務内容の改善に関する 事項 

中 

期 

目 

標 

１  経営機能の強化 
診療報酬の改定や患者の動向を 見極め， 迅速に情報の収集及び分析を し たう えで， 対応策を 立案し ， 的確な対応を 行う こ と 。 

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

病院経営や医療事務に精通し た人材を 確保・ 育成する と と も に， 外部の専門的知見やノ ウ ハウ 等を 積極的に活用する こ と によ り ， 法人の経営機能を 強化し ， 医療制度改革や患者動向及び

京都府が策定する 地域医療ビ ジョ ン を 見極めた的確な対応を 行う 。  

【 実績】  

 民間病院での経験を 生かし ， 即戦力と し て活躍でき る 人材の確保に努める と と も に， 平成２

８ 年度には， 診療情報管理士等の病院事務職員の業務に必要な資格取得に関し ， その費用を 支

援する 制度を 新設し たほか， 外部の研修や学会発表等にも 積極的に取り 組むなど ， 人材育成に

努めた。  

 ま た， 経営企画会議等においてＳ Ｐ Ｃ の経営支援機能を 積極的に活用し ， 随時経営指標の分

析， 企画・ 改善提案を 求める と と も に， 専門家の指導を 受けて業務改善を 進め， 経営機能の強

化を 図っ た。  

 医療制度改革や地域包括ケア構想への対応については， 京都市域地域医療構想調整会議や国

や府の動向について， 随時法人内で共有する と と も に， 医療環境の動向を 注視し ， 経営機能の

強化について検討し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  収益的収支の向上 
⑴ 病床利用率の向上や適正な診療収入の確保， 未収金の発生防止に努め， 収益確保を図る こ と 。 ま た， 人件
費比率の目標管理， 診療材料等の調達コ ス ト の縮減， 後発医薬品の使用促進など 費用の効率化を図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ａ  Ａ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

⑴ 関係部署によ る 連携の下， 病床利用率等の評価指標の情報共有を 促進し ， 的確な分析を 行う と と も に， 患者入退院情報を 一元的に集約し 病床管理機能を 強化する こ と で効率的・ 効果的

な病床運営を 図る 。 ま た， マニュ アルに基づいた未収金対策を 徹底する 等の取組によ り ， 安定し た医業収益の確保を 図る 。  

 人件費比率の目標管理や民間のノ ウ ハウ 活用によ る 診療材料費の節減， 後発医薬品の更なる 使用促進等を 図る こ と によ り ， 費用の効率化に努める 。  

 ま た， 部門別収支の管理・ 分析に努め， 的確な経営分析に努める など ， 健全な収支構造の確保を 図る 。  

 市立病院については単年度黒字を 維持し ， 京北病院については単年度黒字化を 目指す。  

【 関連する 数値目標】  

（ 市立病院）  
項  目 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

一般病床利用率 ８ ７ ． ７ ％ ９ １ ． １ ％ ９ ３ ． ０ ％ 

平均在院日数 １ ２ ． ７ 日 － １ ０ ． ５ 日 

入院診療報酬単価 ５ ６ ， ２ ４ １ 円 ５ １ ， ３ １ ０ 円 ６ ８ ， ０ ９ ２ 円 

外来診療報酬単価 １ ２ ， ２ １ ９ 円 １ ０ ， ４ ０ ８ 円 １ ５ ， ５ ０ ０ 円 

経常収支比率 ９ ７ ． ７ ％ － １ ０ ３ ． ６ ％ 

医業収支比率 ８ ９ ． ６ ％ － ９ ５ ． ０ ％ 

人件費比率（ 対医業収益）  ５ ５ ． ９ ％ － ５ ０ ． ４ ％ 

材料費比率（ 対医業収益）  ２ ４ ． ４ ％ － ２ ４ ． ８ ％ 

（ 注） 一般病床利用率は， 結核病床及び感染症病床を含ま ない数値である 。  
 
 （ 京北病院）  

項  目 平成２ ５ 年度実績 第１ 期計画目標 第２ 期計画目標 

一般病床利用率 ７ ２ ． ２ ％ ７ １ ． １ ％ ７ １ ． １ ％ 

入院診療報酬単価 ２ ８ ， ２ ６ ０ 円 ２ ７ ， ３ ５ ０ 円 ２ ９ ， ３ ６ １ 円 

外来診療報酬単価 ５ ， ５ ９ ０ 円 ５ ， ５ ９ ０ 円 ５ ， ９ ０ ０ 円 

京北介護老人保健施設稼働率  ８ ８ ． １ ％ ８ ９ ． ７ ％ ９ １ ． ７ ％ 

経常収支比率 ９ ９ ． ４ ％ － １ ０ ３ ． ０ ％ 

医業・ 介護収支比率 ７ ９ ． ２ ％ － ７ ９ ． ５ ％ 

人件費比率 

（ 対医業・ 介護収益）  
８ ０ ． ８ ％ － ７ ７ ． ８ ％ 

材料費比率 

（ 対医業・ 介護収益）  
８ ． ４ ％ － ８ ． ７ ％ 

 
 



 

 

【 実績】  

 市立病院においては， 毎週の診療管理委員会や経営企画会議において，

診療科， 病棟ご と の病床利用率や平均在院日数， 収益状況について 情報共

有し ， ク リ ニカ ルパス の見直し によ る 在院日数の適正化や入院時から の退

院支援によ る ス ム ーズな転退院調整を 図る など ， 効率的・ 効果的な 病床運

営に努めた。 ま た， 未収金対策については， 必要に応じ て， 区役所での国

保加入や高額療養費に係る 患者への手続支援等を 実施する と と も に， 未収

金リ ス ト を 活用し ， 直接訪問等によ る 回収を 積極的に行っ た。  

 京北病院において も ， 毎週の企画会議において 病床利用率等の情報共

有・ 分析に取組むと と も に， 平成２ ８ 年度には地域包括ケア病床を 導入し ，

病床運営の効率化を 図っ た。  

 Ｓ Ｐ Ｃ によ る ベン チマーク 分析等を 活用し た診療材料費の削減や後発医

薬品の使用促進を 図り ， 費用の効率化に努める と と も に， 部門別収支を 用

いた経営管理にも 取り 組んだ。  

 こ れら の取組によ り ， 平均在院日数の短縮や入院・ 外来診療報酬単価の

増を 着実に実現する こ と ができ ，市立病院については，過去最高収益を 年々

更新し た。 平成２ ７ 年度はマイ ナス 金利政策の影響によ る 退職給付引当金

の増加等によ り 赤字と なっ たが， 平成２ ８ 年度から 平成３ ０ 年度は単年度

黒字を 維持し た。 京北病院については， 地域包括ケア 病床の導入等の収益

増加策を 講じ たが， 第２ 期中期計画期間中の単年度黒字化には至ら なかっ

た。  

ま た， 法人全体と し ては， 平成２ ７ 年度及び３ ０ 年度については赤字決

算と なる など ， 収益の伸びを 上回っ て， 支出が増加し ている 状況であり ，

併せて， 資金収支の悪化によ り 資金残高が法人発足以来最低の水準と なり ，

資金面において大き な課題を 残し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜数値目標実績＞ 

〈 市立病院〉  

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

一般病床利用率 
88. 0％ 

（ 91. 1％）  

84. 3％ 

（ 92. 0％）  

85. 8％ 

（ 92. 0%）  

87. 5% 

（ 92. 0%）  

86. 1% 

（ 93. 0%）  

平均在院日数 
12. 2 日 

（  － ）  

11. 5 日 

（ 11. 3 日）  

11. 2 日 

（ 11. 0 日）  

11. 2 日 

（ 11. 0 日）  

10. 6 日 

（ 10. 5 日）  

入院診療報酬単価 
57, 207 円 

（ 58, 170 円）  

60, 170 円 

（ 60, 652 円）  

62, 567 円 

（ 63, 218 円）  

64, 089 円 

（ 65, 179 円）  

67, 673 円 

（ 68, 416 円）  

外来診療報酬単価 
13, 038 円 

（ 12, 437 円）  

13, 726 円 

（ 13, 500 円）  

15, 501 円 

（ 13, 700 円）  

16, 360 円 

（ 14, 000 円）  

16, 956 円 

（ 15, 500 円）  

経常収支比率 
100. 8％ 

（  － ）  

96. 5％ 

（ 100. 1％）  

101. 9% 

（ 100. 1%）  

101. 5% 

（ 101. 9%）  

100. 0% 

（ 103. 6%）  

医業収支比率 
92. 1% 

（  － ）  

88. 2％ 

（ 89. 0％）  

96. 3% 

（ 89. 7%）  

95. 5% 

（ 92. 4%）  

96. 3% 

（ 96. 4%）  

人件費比率（ 対医業収益） 
55. 2％ 

（ 54. 3％）  

59. 1％ 

（ 53. 9％）  

51. 2% 

（ 53. 5%）  

50. 8% 

（ 52. 6%）  

50. 2% 

（ 50. 4%）  

材料費比率（ 対医業収益） 
23. 5％ 

（  － ）  

 26. 3％ 

（ 24. 4％）  

28. 0% 

（ 24. 7%）  

29. 7% 

（ 24. 7%）  

29. 7% 

（ 24. 6%）  

  ※（ ） 内は年度目標 

（ 注） 一般病床利用率は， 結核病床及び感染症病床を 含ま ない数値 

〈 京北病院〉  

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

一般病床利用率 
71. 6％ 

（ 71. 1％）  

71. 2％ 

（ 71. 1％）  

70. 1% 

（ 71. 1%）  

65. 7% 

（ 71. 1%）  

64. 4% 

（ 71. 1%）  

入院診療報酬単価 
27, 743 円 

（ 29, 309 円）  

27, 294 円 

（ 29, 361 円）  

28, 049 円 

（ 29, 373 円）  

29, 570 円 

（ 29, 800 円）  

29, 550 円 

（ 30, 246 円）  

外来診療報酬単価 
5, 841 円 

（ 5, 767 円）  

6, 398 円 

（ 5, 900 円）  

7, 247 円 

（ 5, 900 円）  

7, 481 円 

（ 7, 100 円）  

7, 708 円 

（ 7, 436 円）  

京北介護老人保健施設稼働率
87. 4％ 

（ 89. 7％）  

91. 2％ 

（ 91. 7％）  

89. 4% 

（ 91. 7%）  

88. 9% 

（ 91. 7%）  

91. 2% 

（ 91. 7%）  

経常収支比率 
98. 0％ 

（  － ）  

92. 2％ 

（ 101. 0％）  

100. 0% 

（ 100. 7%）  

96. 7% 

（ 104. 4%）  

97. 7% 

（ 103. 1%）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医業・ 介護収支比率 
78. 5％ 

（  － ）  

73. 8％ 

（ 78. 5％）  

79. 6% 

（ 78. 2%）  

75. 9% 

（ 82. 1%）  

76. 0% 

（ 81. 2%）  

人件費比率 

（ 対医業・ 介護収益）  

82. 1％ 

（ 71. 8％）  

91. 3％ 

（ 76. 5％）  

84. 8% 

（ 79. 8%）  

90. 0% 

（ 77. 7%）  

90. 0% 

（ 77. 7%）  

材料費比率 

（ 対医業・ 介護収益）  

9. 5％ 

（  － ）  

8. 7％ 

（ 8. 8％）  

8. 7% 

（ 8. 8%）  

8. 3% 

（ 8. 7%）  

8. 0% 

（ 8. 6%）  

  ※（ ） 内は年度目標 
 

＜参考実績＞ 
〈 機構〉  

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医業収益 14, 665 百万円 15, 035 百万円 16, 377 百万円 17, 164 百万円 17, 901 百万円 

経常損益 112 百万円 △696 百万円 345 百万円 242 百万円 △14 百万円 

純損益 △262 百万円 △792 百万円 335 百万円 271 百万円 △20 百万円 

資金残高（ 年度末）  2, 803 百万円 2, 769 百万円 1, 226 百万円 834 百万円 380 百万円 

借入金残高（ 年度末）  15, 253 百万円 14, 801 百万円 13, 013 百万円 11, 049 百万円 9, 609 百万円 

 

〈 市立病院〉                              

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医業収益 14, 184 百万円 14, 540 百万円 15, 866 百万円 16, 659 百万円 17, 403 百万円 

経常損益 130 百万円 △619 百万円 345 百万円 274 百万円 8 百万円 

純損益 △244 百万円 △714 百万円 336 百万円 301 百万円 3 百万円 

 

〈 京北病院〉  

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

医業収益 484 百万円 496 百万円 511 百万円 505 百万円 498 百万円 

介護収益 205 百万円 208 百万円 209 百万円 207 百万円 217 百万円 

経常損益 △18 百万円 △77 百万円 △1 百万円 △32 百万円 △23 百万円 

純損益 △18 百万円 △77 百万円 △1 百万円 △31 百万円 △23 百万円 

 （ 注） 各項目で表示単位未満を四捨五入し ている ため， 合計と 内訳は必ずし も 一致し ない。  
 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  収益的収支の向上 
⑵ 自治体病院と し て担う べき 政策医療の分野において， 十分な努力を行っても なお診療収入をも って充て

る こ と ができ ない経費は， 一般会計から の運営費交付金と し て市民の負担によ り 賄われている こ と を十
分認識し たう えで， 適切な運営費交付金を中期計画に計上する と と も に， 病院事業全体と し て効率的経
営， 収益的収支の向上に努め， 自立し た運営を図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑵ 政策医療を 着実に実施する 一方， それら に係る 経費の節減にも 努め， 運営費交付金については， 地方独立行政法人法の趣旨に基づき 適切な金額を 受け入れる 。  

市立病院においては， 高度医療の収益性向上によ り 運営費交付金の縮減に努める と と も に， 京北病院においては， へき 地医療の安定的な提供に留意する 。  

建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当する 運営費交付金については， 経常費助成のための運営費交付金と する 。  

【 実績】  

政策医療を 着実に実施する 一方， それら に係る 経費の削減に努め， 不採

算と なる 金額を ，地方公営企業繰出金に関する 基準に準じ て運営費交付金

と し て受け入れた。  

市立病院においては， 高度医療の収益性の向上を 図り ， 運営費交付金の

政策医療分について，毎年約１ 億円ずつ縮減し た結果，９ 億８ ０ 百万円（ 平

成２ ６ 年度） から ５ 億７ ９ 百万円（ 平成３ ０ 年度） の大幅減と なっ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

○運営費交付金の推移 

事 項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

市立病院 

政策医療 980 百万円 876 百万円 780 百万円 688 百万円 579 百万円 

元利償還他 1, 025 百万円 1, 161 百万円 1, 176 百万円 1, 356 百万円 1, 102 百万円 

合計 2, 005 百万円 2, 037 百万円 1, 956 百万円 2, 044 百万円 1, 681 百万円 

京北病院 

政策医療 140 百万円 144 百万円 150 百万円 157 百万円 158 百万円 

元利償還他 38 百万円 39 百万円 41 百万円 44 百万円 43 百万円 

合計 178 百万円 183 百万円 191 百万円 201 百万円 201 百万円 

法人 

政策医療 1, 120 百万円 1, 020 百万円 930 百万円 845 百万円 737 百万円 

元利償還他 1, 063 百万円 1, 200 百万円 1, 217 百万円 1, 400 百万円 1, 145 百万円 

合計 2, 183 百万円 2, 220 百万円 2, 147 百万円 2, 245 百万円 1, 882 百万円 

 

    



 

 

中 

期 

目 

標 

３  安定し た資金収支， 資産の有効活用 
計画的な資金管理， 資産の有効活用に努める こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

医療機器など の設備投資及び更新については， 目的， 稼働目標， 費用対効果及び使用年数等を 考慮に入れた計画に基づいて実施する 。 ま た， 活用状況を 定期的に検証する こ と によ り ， 資

産の遊休化を 回避し ， 効率的かつ効果的な病院運営に努める 。  
   

【 実績】  

年間の医療機器整備計画を 策定し ， 医療機器管理委員会において， 優先度（ 緊急

度・ 必要度） や費用対効果について検討し ， 機器更新等を 行っ た。  

ま た， 院内の共同利用可能な医療機器についてはＭＥ センタ ーで一元的に保守・

管理を 行い， リ ニア ッ ク ， ダヴィ ン チ等の高額医療機器については， 経営企画会議

等で稼働状況を 確認し ， 効率的かつ効果的な資産の有効活用に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○高額医療機器の利用状況 

事  項 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

ダヴィ ンチ手術件数 95 件 86 件 76 件 123 件 135 件 

Ｐ Ｅ Ｔ －Ｃ Ｔ 実績  1, 410 人 1, 640 件 1, 822 件 1, 995 件 2, 181 件 

リ ニアッ ク 稼働件数 9, 811 件 10, 493 件 10, 654 件 10, 496 件 10, 309 件 
 



 

 

第７  その他業務運営に関する 重要事項 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院整備運営事業における Ｐ Ｆ Ｉ 手法の活用 
⑴ 事業を受託し た株式会社Ｓ Ｐ Ｃ 京都の総合的なマネジメ ント を活用し て効率的な病院運営を推進し ， 患者

サービス の向上を図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

Ｐ Ｆ Ｉ 事業の推進に当たっ ては， 事業を 受託し た株式会社Ｓ Ｐ Ｃ 京都（ 以下「 Ｓ Ｐ Ｃ 」 と いう 。） と のパート ナーシッ プを 一層深め， 綿密な情報共有等によ り 法人と Ｓ Ｐ Ｃ によ る 一体的

な業務運営を 図る こ と で， Ｓ Ｐ Ｃ のノ ウ ハウ の更なる 活用を 図り ， 効率的な病院運営及び患者サービ ス の向上に努める 。  

【 実績】  

 Ｐ Ｆ Ｉ 事業の各業務に係る 市立病院側意見・ 評価と ， Ｓ Ｐ Ｃ の自己評価に基づき ， モニタ リ

ン グ委員会で各業務に係る 評価を 確定さ せる と と も に， 現状における 課題を 把握し た。 把握し

た課題については， Ｐ Ｆ Ｉ 業務改善会議において， 病院職員と Ｓ Ｐ Ｃ と が綿密な意見交換を 行

いながら ， 原因分析と 改善策の検討を 行っ たほか， Ｓ Ｐ Ｃ から は民間のノ ウ ハウ を 活かし た経

営改善に係る 新規提案を 受けた。 当該提案については， 病院側で精査を 行い積極的に取り 入れ

る こ と で， 両者の信頼関係を よ り 一層深め， パート ナーシッ プの強化につなげる と と も に， 病

院と Ｓ Ｐ Ｃ によ る 一体的な業務運営を 推進し た。  

その他，日常的にＳ Ｐ Ｃ の担当マネージャ ーと 意見交換，ヒ アリ ン グに加え，病院が主体的・

積極的に課題を 把握し ， Ｓ Ｐ Ｃ と 適宜連携を 図り ながら 業務改善を 促すこ と ができ た。 その結

果， Ｐ Ｆ Ｉ 事業を 活用する こ と で効率的な病院運営・ 患者サービ ス の向上につなげる こ と がで

き ， 満足度も 向上し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○患者満足度調査結果（ 市立病院）  

 満足 やや満足 
ど ちら と も  
いえない やや不満 不満 

入院 

Ｈ ２ ７  70% 24% 5% 1% 0％ 

Ｈ ２ ８  71% 23% 5% 1% 0% 

Ｈ ２ ９  64% 26% 8% 2% 0% 

Ｈ ３ ０  67% 26% 5% 1% 1% 

外来 

Ｈ ２ ７  43% 34% 19% 3% 1% 

Ｈ ２ ８  47% 34% 17% 2% 0% 

Ｈ ２ ９  49% 36% 13% 2% 0% 

Ｈ ３ ０  47% 37% 14% 1% 1% 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

１  市立病院整備運営事業における Ｐ Ｆ Ｉ 手法の活用 
⑵ 長期包括的に委託し た事業形態を重視し ， 実施事業の点検と 評価を的確に行う こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

⑵ Ｓ Ｐ Ｃ によ る 自己点検と 法人によ る モニタ リ ン グの両輪によ り ， ま た， 法人と Ｓ Ｐ Ｃ の十分な情報共有を 図る こ と で， 短期的及び長期的観点から ， 実施事業の的確な点検と 評価， 必要

な改善行動に取り 組む。  

【 実績】  

  モニタ リ ン グ委員会を 定期的に実施し ， Ｓ Ｐ Ｃ の自己点検と 自己評価に加えて， 病院によ

る 現場立入り 等に基づく モニタ リ ン グを 行っ た。 ま た， 要求水準未達成と なっ たも のについ

ては， サービ ス 対価の減額措置等を 適切に行っ たほか， Ｐ Ｆ Ｉ 事業の課題の見直し を 定期的

に行い， Ｐ Ｆ Ｉ 業務改善会議によ る 課題解決に向けての協議を はじ め， それ以外にも 法人と

Ｓ Ｐ Ｃ で個別会議の場を 設け， 改善活動を 実施し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  関係機関と の連携 
⑴ 保健福祉行政の実施に協力する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑴ 健康教室や栄養指導等を 引き 続き 実施し ， 市民の健康づく り 活動を 推進する と と も に， 京都市を はじ めと し た関係機関と 連携を 図り ， 認知症や虐待， 自殺予防等の社会・ 医療問題に適

切に対応する 。   

ま た， 医療・ 保健・ 福祉制度等の多様な相談に的確に対応し ， 市民の健康を 守り 支える 役割を 担う 京都市と の連携を 図る 。  

【 実績】  

 市立病院では， 健康教室や禁煙教室等の市民公開講座を 実施し たほか， 出前講座も

実施し た。 ま た， 栄養指導においては入院・ 外来栄養指導に加え母親教室や糖尿尿教

室でも 指導を 行い， 市民の健康づく り の活動に貢献し た。  

 京北病院においても ， 京北出張所と 連携し ， 市民対象の出前講座を 実施し たほか，

右京区役所が開催し た市民対象の講演等を 行っ た。  

京都市と も 連携を 密に行い， 京都市長寿すこ やかセン タ ーと 連携し ， 京北病院を 含

めた全職員を 対象と し た認知症サポータ ー養成講座を 実施し ， 全ての職員が認知症対

応力向上を 目指し た。 さ ら に， 京北病院では， 病院勤務医療従事者認知症対応力向上

研修を 実施し ， 認知症対応力向上に努めた。  

虐待に対し て， 医療安全推進室Ｓ Ｃ Ａ Ｎ チーム を 中心に活動を 行い， 通告事例につ

いては， 通告後， 関係機関と 密接な連携を 取り 対応を 行っ た。 育児に関し ては， 京都

市ス マイ ルママホッ と 事業にも 参画し ， 利用者には産後ケア食を 提供する など ， 安心

し て子育てを でき る よ う サポート を 行っ た。 ま た， 小児病棟においては， 関係機関と

連携し ， 院内学級を 配置し たほか， 病棟保育士の配置， 小児科ボラ ン ティ ア活動員に

来ていただく こ と によ り ， 患児が退院後の生活にス ムーズに戻れる よ う 支援し た。 ま

た， 小児がん患者を 対象に， その家族同士の交流の場を 設ける など し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

＜参考実績＞ 

○ 市立病院の市民公開講座 

 講座名 Ｈ ２ ６  Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

かがやき  421 人 398 人 435 人 547 人 493 人 

母親教室 308 人 252 人 286 人 286 人 216 人 

糖尿病教室 351 人 345 人 291 人 223 人 216 人 

禁煙教室 169 人 114 人 46 人 53 人 52 人 

 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  関係機関と の連携 
⑵ 健康危機事案， 地域保健の推進， 救急搬送を担う 京都市等の公的機関と の連携を図る こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑵ 市民の健康を 脅かす事案発生時には， 京都市等の関係機関と 連携を 図り 迅速かつ的確に対応する こ と で， 市内において中核的な役割を 担う 。  

  地域保健の推進に当たっ ては， 国の政策や京都府保健医療計画， 地域医療ビ ジョ ン を 踏ま え京都市と 連携し ， 迅速かつ柔軟な病院運営を 行う 。  

  ま た， 京都市消防局が救急救助活動時に用いる 大型救急車等を 配備する 用地を 市立病院敷地内に確保する こ と で， 事故・ 救急対応に係る 連携の強化を 図る 。  

  その他， 法人のみでは対応が困難な健康危機事案や高度な医療の提供については， 大学病院その他の医療機関， 京都市及び京都府と の連携を 図る 。  

【 実績】  

感染医療においては， 京都市と 連携し て新型イ ン フ ルエン ザ発生時の対応に関し て， 京

都市と 感染制御チーム（ Ｉ Ｃ Ｔ ） が合同でワ ーク ショ ッ プを 行い，意見交換を 行っ たほか，

大学病院と も 連携し ， 感染床発生時には， 初期対応・ 搬送等に係る 体制を 整う など 連携を

行っ た。 災害医療においては， 災害派遣医療チーム（ Ｄ ＭＡ Ｔ ） を 中心に， 積極的に研修

に参加し ， Ｄ ＭＡ Ｔ 活動の充実に努めたほか， 京都市消防局が集団救急・ 救助に用いる 大

型救急車を 配置する 用地を 確保し ，消防職員及び医療系の学生も 含めた京都市立病院災害

想定訓練（ 京都みぶメ ディ カルラ リ ー） 等に活用し た。  

救急医療においては， 平成２ ７ 年３ 月に整備し た救急・ 災害医療支援セン タ ーを 災害医

療・ 救急医療の人材を 育成する 研修施設と し て， 積極的に活用し た。 ま た， 市立病院消防

出張所と の直通電話を 設置し ， 出張所と の連携に努めたほか， 京都市消防局と 「 救急医療

懇話会」 を 開催し ， 救急医療に係る 意見， 情報交換を 行う など 京都市と 連携し た取組を 行

っ た。 さ ら に， 集団事故， 大規模災害時には， 当院の医師が高度救急救護車に同乗し ， 現

場で救護活動を 行う こ と と する 協定を 京都市と 締結， 地域医療機関， 大学と 連携し て訓練

を 実施し た。  

地域医療構想に関し て， 京都市域医療構想調整会議への出席や， 関連会議を 傍聴する な

ど 最新の情報収集に努め， 情報を 共有し た。 ま た， 法人のみでは対応困難な案件について

は， 京都市を はじ め， 他の医療機関と 連携し て適切に対応し ， 大規模災害訓練の際には，

府内の関係機関と 連携のう え， 実践に即し た訓練を 実施し た。  

関連指標 

 



 

 

中 

期 

目 

標 

２  関係機関と の連携 
⑶ 医療専門職の養成機関によ る 教育に積極的に協力する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ａ  Ａ  Ａ  Ａ  

中 

期 

計 

画 

⑶ 実習生の受入れなど を 通じ て， 医療専門職の養成機関によ る 教育に積極的に協力する こ と で， 京都市における 優秀な医療従事者の育成を 図る 。  

と り わけ， 看護師については， 市立病院に隣接する 京都看護大学と も 臨床と 教育の現場において連携協力し ， 質の高い看護師の養成に寄与する 。  

【 実績】  

京都市内外から ， 臨床実習医師を はじ めと し て， 看護師及び助産師， 薬剤師等多様な

職種の臨床実習生を 受け入れた。 看護実習については， 実習指導者の充実や看護師養成

機関と の連携を 図り ， 質の高い看護師の養成に寄与し た。 ま た， 京都看護大学と 京都市

の連携協力協議にも 参加し ， 看護大学と の連携を 進めた。 加えて， 地元の中高生を 対象

にふれあい看護体験を 実施し ， 将来の医療従事者の確保に向けての実施を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標 

○各職種の実習受け入れ人数（ 実人数）  

 講座名 Ｈ２ ６  Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

医師 108 人 130 人 143 人 153 人 137 人 

看護師 432 人 437 人 544 人 664 人 648 人 

臨床検査技師 8 人 8 人 8 人 8 人 6 人 

管理栄養士 4 人 4 人 4 人 4 人 6 人 

薬剤師 41 人 41 人 43 人 43 人 42 人 

放射線技師 42 人 52 人 47 人 46 人 44 人 
 



 

 

中 

期 

目 

標 

３  地球環境に配慮し た持続可能な発展への貢献 
地球温暖化防止のために必要な措置を講じ る と と も に， 他の者が実施する 地球温暖化対策に協力する こ と 。  

事業年度評価結果（ 小項目）  

Ｈ２ ７  Ｈ２ ８  Ｈ２ ９  Ｈ３ ０  

Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  

中 

期 

計 

画 

事業系廃棄物の分別適正化と 排出量減量及び省資源・ 省エネルギーの更なる 推進を 図る こ と で， 持続可能な発展への貢献を 果たす。  

 温室効果ガス については， 環境マネジメ ン ト シス テムを 適切に運用する こ と で， 京都市地球温暖化対策条例を 遵守し ， 排出量の抑制を 図る 。  

 

【 実績】  

感染性廃棄物の分別の徹底を 進め， ま た部署ごと の排出量の調査を 実施し ， 状況把握

に努め， ごみ分別のルール化を 行い， 周知を 頻繁に行っ たほか， 院内各所の見回り を 実

施し ， 指導を 行っ た。  

 温室効果ガス 排出量の削減に向けては， 平成２ ８ 年度にＫ Ｅ Ｓ ・ 環境マネジメ ント ス

タ ン ダード （ ス テッ プ１ ） の認証を 取得し ， Ｋ Ｅ Ｓ の評価手法に従っ て， 月ごと に実績

値と 目標値の比較を し ， 原因分析と 対策を 講じ た。 ま た， 患者負担や業務への悪影響が

ない範囲で照明や空調エネルギーの見直し を 細かく 実施し ， 毎日， 結果を 数値化する こ

と で省エネルギー化の促進を 行っ た。  

 

  

 

 

 

 

 

 

関連指標 

○事業系廃棄物排出量及びエネルギー使用量 

 Ｈ ２ ７  Ｈ ２ ８  Ｈ ２ ９  Ｈ ３ ０  

事業系廃棄物 

排出量 

286ｔ  290ｔ  278ｔ  267ｔ  

エネルギー 

使用量 

147, 603Ｇ Ｊ  150, 122Ｇ Ｊ  153, 635Ｇ Ｊ  153, 148Ｇ Ｊ  

 

 

 



 

 

参考 その他中期計画に定める 事項 
１  予算（ 人件費の見積り を 含む。）， 収支計画及び資金計画 

 ⑴ 予算 

（ 単位： 百万円）  

    

 

 

 

 

 

75, 382 76, 076 694

医業収益 65, 772 66, 658 886
介護収益 894 841 △ 53
運営費交付金 8, 304 8, 206 △ 98
その他営業収益 412 371 △ 41

1, 061 932 △ 129
運営費交付金 361 288 △ 73
その他営業外収益 700 644 △ 56

2, 987 2, 720 △ 267
長期借入金 2, 987 2, 720 △ 267
その他資本収入 0 0 0

0 0 0
計 79, 430 79, 728 298

68, 266 70, 043 1, 777
66, 176 67, 394 1, 218

給与費 34, 291 33, 691 △ 600
材料費 15, 941 18, 721 2, 780
経費 15, 564 14, 681 △ 883
研究研修費 380 301 △ 79

869 915 46
給与費 606 680 74
材料費 24 22 △ 2
経費 239 213 △ 26
研究研修費 0 0 0

1, 221 1, 734 513
給与費 754 1, 375 621
経費 467 359 △ 108

685 702 17
11, 663 11, 217 △ 446

建設改良費 3, 205 2, 853 △ 352
償還金 8, 458 8, 364 △ 94

計 80, 614 81, 961 1, 347

一般管理費

営業外費用
資本支出

支出 営業費用
医業費用

介護保険事業費用

実績値 実績－計画

収入 営業収益

営業外収益

資本収入

区　 　 　 　 分
中期計画
予算値

その他収入



 

 

 ⑵ 収支計画 

（ 単位： 百万円）  

     

  

 

 

75, 570 76, 161 591

医業収益 65, 698 66, 477 779
介護収益 892 841 △ 51
運営費交付金収益 8, 304 8, 206 △ 98
補助金等収益 412 339 △ 73
資産見返運営費交付金戻入 2 2 0
資産見返工事負担金等戻入 0 0 0
資産見返補助金等戻入 262 261 △ 1
資産見返物品受贈額戻入 0 0 0
資産見返寄付金戻入 0 5 5
その他営業収益 0 30 30

1, 011 890 △ 121
運営費交付金収益 361 288 △ 73
その他営業外収益 650 602 △ 48

計 76, 581 77, 051 470
72, 260 74, 013 1, 753
70, 162 71, 235 1, 073

給与費 34, 263 34, 296 33
材料費 14, 761 17, 257 2, 496
経費 14, 504 13, 713 △ 791
減価償却費 6, 282 5, 686 △ 596
研究研修費 352 283 △ 69

893 973 80
給与費 602 700 98
材料費 20 20 0
経費 224 198 △ 26
減価償却費 47 55 8
研究研修費 0 0 0

1, 205 1, 805 600
給与費 754 1, 443 689
経費 431 335 △ 96
減価償却費 20 27 7

3, 165 3, 163 △ 2
計 75, 425 77, 176 1, 751

経常損益 1, 156 △ 125 △ 1, 281
臨時損益 △ 22 △ 82 △ 60

1, 134 △ 207 △ 1, 341

収 益
の 部

費 用
の 部

営業費用
医業費用

介護保険事業費用

一般管理費

営業外費用

純損益

営業外収益

中期計画
予算値

実績値 実績－計画

営業収益

区　 　 　 　 分



 

 

⑶ 資金計画 

（ 単位： 百万円）  

    

 

２  短期借入金の限度額 

  平成３ ０ 年度に， 給与支払資金と し て短期の借入を 行っ た。  

 

３  重要な財産を 譲渡し ， 又は担保に供する 計画 

  中期計画期間中において， 重要な財産の譲渡， 又は担保供出は行わなかっ た。  

 

４  剰余金の使途 

  中期計画期間中において， 剰余金は発生し なかっ た。  

 

５  地方独立行政法人京都市立病院機構の業務運営等に関する 規則で定める 業務運営に関する 事項 
 ⑴ 施設及び設備に関する 計画    

76, 443 77, 593 1, 150
診療業務によ る 収入 66, 666 67, 076 410
運営費交付金によ る 収入 8, 665 9, 509 844
その他業務活動によ る 収入 1, 112 1, 008 △ 104

0 2 2
運営費交付金によ る 収入 0 0 0
その他の投資活動によ る 収入 0 2 2

2, 987 3, 410 423
長期借入れによ る 収入 2, 987 2, 720 △ 267
短期借入れによ る 収入 0 690 690

1, 982 2, 803 821
計 81, 412 83, 808 2, 396

68, 951 70, 414 1, 463
34, 897 35, 719 822
15, 965 18, 502 2, 537
18, 089 16, 193 △ 1, 896
3, 205 3, 960 755
3, 205 3, 946 741

0 14 14
8, 458 9, 054 596

長期借入金の返済によ る 支出 6, 024 5, 930 △ 94
移行前地方債償還債務の償還によ る 支出 2, 434 2, 434 0
短期借入金の返済によ る 支出 0 690 690

798 380 △ 418
計 81, 412 83, 808 2, 396

投資活動によ る 支出

その他投資活動によ る 支出
財務活動によ る 支出

前事業年度から の繰越金

営業活動によ る 支出
給与費支出
材料費支出
その他の業務活動によ る 支出

資 金
収 入

資 金
支 出

有形固定資産の取得によ る 支出

区　 　 　 　 分

翌事業年度への繰越金

営業活動によ る 収入

投資活動によ る 収入

財務活動によ る 収入

実績値 実績－計画
中期計画
予算値



 

 

    

 ⑵ 人事に関する 計画 

   法人の役割及び医療機能を 最大限発揮する にあたり 必要な医療専門職を 確保する ため， 脳神経外科医や総合内科医， 麻酔科医など の医師の採用と と も に，  

看護師を はじ め医療技術職や事務職についても ， 現場で即戦力と なる 人材を 積極的に採用し ， 人員体制強化に努めた。  

 

 ⑶ 中期目標の期間を 超える 債務負担 

  ア  移行前地方債償還債務 

     

  イ  長期借入金 

     

  ウ  京都市立病院整備運営事業   

事業期間： 平成２ １ 年度～平成３ ９ 年度（ １ ８ 年間）        （ 単位： 百万円）  

 

中期目標期間 

（ H 27～30 年度）  

事業費 

総事業費 

中期目標期間当初（ Ａ ）  １ ３ ， ５ ２ ７  ８ ９ ， ０ ７ ９  

中期目標期間終了時（ Ｂ ）  ２ ５ ， ６ ７ ４  １ ０ ２ ， ８ ８ ２  

増減（ Ｂ －Ａ ）  １ ２ ， １ ４ ７  １ ３ ， ８ ０ ３  

 

 ⑷ 積立金の処分に関する 計画 

   該当なし 。  

 

 

 

 

施設及び設備の内容 予定額 中期目標期間実績

病院施設， 医療機器等の整備 総額　 ３ ， ２ ０ ５ 百万円 総額　 ２ ， ８ ５ ３ 百万円

（ 単位： 百万円）

移行前地方債償還債務 ２ ， ４ ３ ４ １ ， ０ ７ １ ３ ， ５ ０ ５ ２ ， ４ ３ ４ ０

事　 項
次期以降償還額

（ 計画値）
総債務償還額
（ 計画値）

中期目標期間
実績

実績－計画値
中期目標期間

償還額（ 計画値）

（ 単位： 百万円）

長期借入金償還債務 ６ ， ０ ２ ４ ８ ， ７ ７ ６ １ ４ ， ８ ０ ０ ５ ， ９ ３ ０ △９ ４

事　 項
次期以降償還額

（ 計画値）
中期目標期間

償還額（ 計画値）
実績－計画値

総債務償還額
（ 計画値）

中期目標期間
実績



 

 

 


